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1

問
題
意
識
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

 

国
際
開
発
援
助
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
貧
困
削
減
を
目
標
に
据
え
、
人
間
や
社
会
に
焦
点
を
あ

て
た
開
発

ヘ
シ
フ
ト
し
た
。
こ
の
潮
流
を
象
徴
し
て
い
る
も

の
に

一
九
八
九
年

の
D
A
C
に
よ
る
参
加
型
開
発

の
提
唱
、

一
九

九

〇
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
国
連
開
発
計
画

(U
N
D
P
)
の

『
人
間
開
発
報
告
書
』
、
そ
し
て

一
九
九

五
年

に
開
催
さ
れ
た
国
連

社

会
開
発
サ
ミ

ッ
ト
が
あ
る

[下
村
他
・
2
0
0
5

]。
こ
の
流
れ
は
今
も
大
き
く
は
変
化
し
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
〇
年

の
ミ
レ
ニ
ア
ム

サ

ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た

「ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
は
貧
困
削
減
を
中
心
課
題
と
し

て
お
り
、
「人
間
の
安

全
保
障
」

の
概

念

も
人

々
を
中
心
に
据
え
た
開
発

の
重
要
性
を
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

開
発
援
助

の
実
施
機
関

に
お

い
て
も

こ
の
流
れ
に
沿

っ
て
社
会
的
要
素

へ
の
配
慮
が
促
進
さ
れ
た
。
た
と
え

ば
イ
ギ
リ
ス
の

海

外
開
発
庁

(現
、
国
際
開
発
省
口
D
F
I
D
)
は

一
九

八
五
年

に
社
会
開
発

ユ
ニ
ッ
ト

(現
、
社
会
開
発
部
)
を

設
立
し
て

い
る

[中
村
・
2
0
0
1

。
世
界
銀
行

に
お

い
て
最
初

の
社
会
学
者

マ
イ
ケ

ル

・
チ

ェ
ル

ニ
ア
が
雇
用
さ
れ
た

の
は

一
九
七

四
年
、
最
初

の

人

類
学
者
グ
ロ
リ
ア

・
デ
ー
ビ

ス
の
雇
用
が

一
九
七
八
年
で
あ
る
が
、
社
会
開
発

へ
の
取
組
み
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
は
、

や
は
り

一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
で
あ
る
[
D
a
v
i
s
 
2
0
0
2

]。

 

日
本

の
政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
の
実
施
機
関
の
ひ
と

つ
で
あ

る
国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
以
前
は

国
際
協
力
事
業
団
)
で
も
、
国
際
的
な
ト

レ
ン
ド

へ
の
追
従
者
と
し
て
で
は
あ

る
が
、
社
会
的
側
面
に
配
慮
し

た
協
力
を

お
こ

な
う

た
め
の
取
組

み
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

の
皮
切
り
と
な

っ
た
の
が
、

一
九
八
八
年
に
開
始
さ
れ
た

「
分

野
別
援
助
研
究

会

」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

「
環
境
」

「貧
困
問
題
」
「参
加
型
開
発
」
な
ど
、
従
前

の
技
術
セ
ク
タ
ー
の
枠
を
越
え
た
テ
ー

マ
を



と

り
あ
げ
た
研
究
会

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
貧
困
問
題
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
や
社
会
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
手
法

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
手

引

き
や
研
究
報
告
書
類
が
刊
行
さ
れ
、
組
織
体
制
の
レ
ベ
ル
で
も
、
個
々
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
レ
ベ
ル
で
も
、

社
会
的
側
面
に

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

配
慮
し
た
取
組
み
が
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。

 

そ
の
J
I
C
A
が
、
日
本
政
府

に
お
け
る

一
連

の
行
政
改
革
の
流
れ
を
う
け
て
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
に
独
立
行
政
法
人
化
し

た
。
組
織
論
を
研
究
す
る
S
c
o
t
t
[
1
9
8
7
]

に
よ
れ
ば
、
組
織
を
と
り
ま
く
環
境
基
盤
は
、
組
織

の
体
制

の
み
な
ら
ず
事
業
内
容

や
行
動
パ
タ
ー
ン
の
決
定
因
子
で
あ
る
と

い
う
。

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
独
立
行
政
法
人
化
と

い
う

J
I
C
A

の
法
的
立
場
の
変

化

は
、

J
I
C
A
の
体
制
や
事
業
、
行
動
パ
タ
ー
ン
に
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う

こ
と

に
な
る
。
実
際
、
J

I
C
A
は
独
立
行

政

法
人
化
を
機
に
組
織
体
制
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
J
I
C
A
が
社
会
的
側
面
に

配
慮
し
た
協
力
を

実

施
す

る
こ
と

に
、
ど
の
よ
う

に
影
響
し
た
の
か
。

一
般
的
に
効
率
化
を
求
め
ら
れ
る
独
立
行
政
法
人
に
な

っ
た
こ
と
は
、
手

間
暇
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
社
会
的
側
面

の
配
慮
に
と

っ
て
逆
風
と
な
ら
な

い
の
か
。

 

本
稿
の
目
的
は
、
J
I
C
A
の
事
業

に
お
け
る
社
会
的
側
面
に
配
慮
し
た
取
組
み
が
、
独
立
行
政
法
人
化

に
伴
う

一
連
の
変

化

に
よ

っ
て
受
け
る
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
次

の
よ
う
な
構
成

で
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
し
た

い
。
ま
ず
、
次
節
で
は
J
I
C
A
に
お
け
る
社
会
的
側
面
に
配
慮
し
た
取
組
み
の
沿
革
と
現
状
を
、
組
織
面
と
人
材
面
か
ら
見

る
。
第
3
節
で
は
、
独
立
行
政
法

人
化

に
よ
る
J
I
C
A
の
組
織

の
変
化
を
捉
え

る
。
特

に
、
「
J
I
C
A
改
革
プ

ラ
ン
」

で

推

進
さ
れ
た

一
現
場
主
義
」

「人
間
の
安
全
保
障
」
「効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」
と

い
う
三

つ
の
視
点
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て

実

施
さ
れ
た
部
署
の
再
編
お
よ
び
J
I
C
A
事
業

に
お
け
る
人
材
確
保
の
変
化
に
焦
点
を
あ
て
る
。
第
4
節

で
、
そ
れ
ら

の
変

化

が
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮

に
ど

の
よ
う

に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
か
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
5
節

で
筆
者

の
考
え
る
今
後

へ

の
展
望
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た

い
。

第2章JICAの 独立行政法人化と社会的側面配慮への取組み91



 

本
稿

に
お
け

る

「社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
」
と
は
、
「
人
々
の
生
活

が
向
上
す
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
人

々
を
取
り
巻
く

社

会

の
状
況
と

ニ
ー
ズ
を
適
切

に
踏
ま
え
た
協
力
を
行
う
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
そ

の
包
含
す

る
範
囲
は
、

社
会

の
状
況
を
把

握

す

る
た
め

の
社
会
調
査

や
社
会
分
析

(社
会

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
も
含
む
)
の
実
施
、
住
民
参
加
型
手
法
な
ど

の
ア
プ

ロ
ー
チ

の
活
用
、
さ
ら
に
地
域
社
会
の
貧
困
削
減

や
社
会
開
発
を
目
的
と
し
た
案
件

(社
会
開
発
系
の
案
件
)
の
実
施

で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
J
I
C
A
内

で
行
わ
れ
た
体
制
整
備
も
、
社
会
的
側
面
の
配
慮

に
む
け

た
取
組
み
と
し
て

見

て
ゆ
く

こ
と
に
し
た
い
。

 

な
お
、

J
I
C
A
の
中
に
社
会
開
発
部
と

い
う
部
署
が
あ
り
、
担
当
す
る
課
題
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
平
和

構
築
、
都
市
開
発
、

道

路
交
通

・
通
信
網
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
技
術
協
力

で
あ

る
が
、
本
稿
で
社
会
開
発
系

の
案
件
と

い
う

時
、
J
I
C
A

の
社
会
開
発
部

で
実
施
す
る
案
件
を
必
ず
し
も
指
す
わ
け

で
は
な

い
。
「
社
会
開
発
」

の
概
念
を
巡

っ
て
は
多

様
な
定
義
が
さ

れ

て
お
り
、
時
代
背
景

や
開
発

理
念

の
変
遷

に
伴

い
捉
え

ら
れ
方
も
変
化
し
て

い
る
が

[板
垣
・
2
0
0
2
；

佐
藤
2
0
0
7
]

己
、
本
稿
で
は

人

々
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
社
会
的
要
因
に
働
き
か
け
る
案
件
を
社
会
開
発
系
の
案
件
と
よ
ぶ
。
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2

J
I
C
A
内

の
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
を
め
ぐ
る
取
組

み

2

・
1
 
組
織
的
取
組
み
と
そ
の
沿
革

2

・
1

・
1
 
「技
術
移
転
」
を
目
的
と
し
た
初
期
の
J
I
C
A

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

J
I
C
A
が
O
D
A
を
担
う
複
数

の
機
関

の
統
合
に
よ
り
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
は

一
九
七
四
年

の
こ
と

で
あ
る
。

J

I
C
A
は
、
O
D
A
の
な
か
で
も
技
術
協
力
の
実
施
機
関
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
特
殊
法
人
時
代

に
作
成
さ
れ

た
組
織
紹
介

パ



ン
フ
レ

ッ
ト
を
み
て
も
分
か
る
と
お
り
、
J
I
C
A
は

「技
術
お
よ
び
知
識

の
移
転
」
を
事
業
目
的
と
し

て
掲
げ

て
い
た

[J

I
C
A
1
9
9
6
a

]。
す
な
わ
ち
、
そ
の
前
提
と
さ
れ
る

の
は
移
転
す
る
技
術
が
日
本
側

に
あ
る
と

い
う
こ
と

で
あ

り
、
そ

の
専
門

技

術
は
基
本
的
に
日
本
政
府
の
技
術
省
庁

(そ
の
外
郭
団
体
を
含
む
)
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。
J
I
C
A

の
組
織
も
後
述
す
る
よ
う
に
技
術
セ
ク
タ
ー
別
を
中
心
と
す
る
部
署
編
成
と
な

っ
て
い
た
。

 

J
I
C
A
が
設
立
さ
れ

て
か
ら

一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
の
間
は
、
組
織
だ

っ
て
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮

に
取
組
ん
だ
実
績

は
見
ら
れ
な

い
。

一
九
七
四
年

に

『
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
経
済

・
社
会
調
査
』
と
題
す

る
出
版
物

が
当
時

の
農
林

水

産
開
発
調
査
部
か
ら
発
行
さ
れ

て
い
る
が
、
内
容
的

に
は
国
連

ア
ジ

ア

・
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

(E
S
C
A
P
)
が
作

成

し
た
報
告
書

の
土
地
改
革
と
制
度
改
革
に
関
す
る
部
分
を
執
務
参
考
資
料
と
し
て
翻
訳
し
た
も

の
で
あ

る
。
た
だ
し
こ
の
初

期

の
期
間
に
も
、
移
転
す

る
技
術

の
定
着
と

い
う
観
点
か
ら
、
適
正
技
術

に
つ
い
て
の
研
究
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
少
な
か
ら
ず

 

 
 
 ヨ
 

見

ら
れ
る
。
適
正
技
術
が

「途
上
国

の
経
済

・
技
術
環
境
と
諸
条
件

に
合
致
し
た
技
術
」
[国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
・
2
0
0
4
:
1
4
9

]
で

あ

る
と
す
る
と
、
適
正
技
術

へ
の
関
心
は
広
義

の
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
と
言
え
る
。

 

J
I
C
A
の
中
で
個

々
の
技
術
セ
ク
タ
ー
を
越
え
た
テ
ー

マ
や
ア
プ

ロ
ー
チ
に
対
す
る
取
組

み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

転
機
は

一
九
八
八
年
だ
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
が
J
I
C
A
に
お

い
て
社
会
的
側
面

に
対
す
る
取
組

み
が
見
ら
れ
る
よ

う

に
な

っ
た
ス
タ
ー
ト
地
点
だ
と
筆
者
は
考
え
る

[
S
u
g
i
t
a
 
1
9
9
8

]。
こ
の
年
は
、
援
助
効
率
促
進
費
と

い
う
新

た
な
予
算
が
確

保

さ
れ
、
事
業

の

「
入
口

・
出

口
」
と
言
わ
れ
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
形
成

(入
口
)
と
終
了
時

の
評
価

(出
口
)
の
強
化
が
図
ら

れ

る
と
と
も
に
、
分
野
別
援
助
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。

 

分
野
別
援
助
研
究
は
、
従
来

の
縦
割
り
の
技
術
セ
ク
タ
!
を
越
え
た
特
定

の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
大
学
や
関
係
機
関

の
有
識

者
を
委
員
と
す
る
研
究
会
を
組
織
し
、
J
I
C
A
の
職
員
も
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
て
研
究
会
に
参
加
し

て
行
わ
れ
た
も

の
で
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あ

る
。
そ

の
研
究
結
果
や
提
言
は
報
告
書

に
ま

と
め
ら
れ
公
開
さ
れ
た
。

テ
ー

マ
は
、

一
九
八
八
年
度
に
実

施
さ
れ
た

「
環

境
」

に
始
ま
り
、
ほ
ぼ
各
年
度

一
テ
ー
マ
の
ペ
ー
ス
で

一
九
九
六
年
度
ま

で
の
間
に

「貧
困
問
題
」
、
[
開
発
と

女
性
」
、
「人
口

と

開
発
」
、
「
開
発
と
教
育
」
、
「参
加
型
開
発
と
良

い
統
治
」
、
「地
域

の
発
展
と
政
府

の
役
割
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
こ
れ
ら

の
分
野
別
援
助
研
究
は
以
下
に
示
す
三

つ
の
側
面
に
お
い
て
、
J
I
C
A
に
お
け
る
社
会
的
側
面
配
慮
の
系
譜

に
重
要
な
意
味

を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

94

 

2

・
1

・
2
 
環
境
配
慮
の
中
の
社
会
配
慮

 

第

一
の
側
面
は
、
環
境
配
慮
と

い
う

コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
お
け
る
社
会
配
慮
で
あ
る
。
分
野
別
援
助
研
究

の
第

一
弾

に

「環

境
」
が
テ
ー

マ
と
し

て
取
り
あ
げ
ら
れ
た

の
は
、

一
九
八
五
年
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
の
理
事
会

で
開
発
に
お
け

る
環
境
の
視
点

の
必
要
性
が
勧
告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
る
と
と
も
に
、

一
九
九
二
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
地
球
環
境
サ

ミ

ッ
ト
を
見
据
え
て
の
こ
と

で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
J
I
C
A

で
は

「環
境
」

の
分
野
別
援
助
研
究
の
提
言
を
受
け
、

一
九

九

〇
年
か
ら

一
九
九
五
年

に
か
け

て
社
会
経
済
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
業
開
発
、
鉱
工
業
開
発
な
ど
二
〇
の
分
野

に
つ
い
て
環
境

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハぎ

配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

で
、
社
会
配
慮
は
、
自
然
環
境
、
環
境
汚
染
と
と
も
に
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
サ
イ
ト

で
配
慮
さ
れ
る

べ
き

「環
境
」

の
三
要
素

の

一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

二
〇
〇
四
年
に
は
、
そ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
大
幅

に
改
訂
さ
れ
て

『
J
I
C
A
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』
[J
I

c
A
2
0
0
4
a

]
が
発
行
さ
れ
た
。
『
J
I
C
A
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』

で
は
、
題
名

に

「社
会
配
慮
」

と

い
う
文
言
が

加

え
ら
れ
た
だ
け

で
な
く
、
社
会
配
慮

の
内
容
に

つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
定
義

さ
れ

て
い
る
。
「環
境
社
会
配
慮
」
に
お
い
て

社

会
的
側
面
が
ど

の
程
度
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
も

の
の
、
特
に
イ
ン
フ
ラ
案
件

に
お
い
て
社
会
的
側
面



を

配
慮
す
る
必
要
性
が
公
に
認
め
ら
れ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
な

っ
た
。
適
用
範
囲
も
、
従
来
の
よ
う

に
開
発

調
査
の
み
な
ら

ず

無
償
資
金
協
力
や
技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

 

環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
定

に
あ
た

っ
て
は
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
三
〇
数
回

に
お
よ
ぶ
検
討
会

の
結
果
が
ふ
ま

え

ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
拘
束
力
が
従
来

の
も

の
よ
り
強
く
、
全
新
規
案
件

(例
え
ば
二
〇
〇
四
年
は

一
〇
九
二

件
)
に
つ
い
て
、
予
想
さ
れ
る
環
境

や
社
会

に
対
す

る
影
響

の
大
き
さ
に
従

っ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類

(A
"
影
響
大
、
B

"
影
響

あ
り
、
C

"
影
響
最
小
限
)
を
実
施
し
、
A
も
し
く
は
B
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月

に
設
置
さ
れ

た
外
部
専
門
家

か
ら
構
成
さ
れ
る
審
査
会
に
よ

っ
て
検
討
さ
れ
る
体
制
と
な

っ
た
。

 

現
在
J
I
C
A
の
組
織
機
構
面
で
、
環
境
社
会
配
慮
に

つ
い
て
審
査

・
担
当
し

て
い
る
の
は
企
画
調
整
部

の
中
に
あ

る
ジ

ェ

ン
ダ
ー

.
環
境
社
会
配
慮
審
査
グ

ル
ー
プ

(担
当
は
環
境
社
会
配
慮
チ
ー
ム
)
で
あ
る
。
こ

の
部
署
は
分
野
別

「
環
境
」
援
助
研

究
会

の
提
言
を
受
け
て

一
九
九

〇
年

に
設
置
さ
れ
た
企
画
部
環
境
室
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
環
境
社
会

配
慮
に
つ
い
て
は
、

後

述
す
る
よ
う
に
独
立
行
政
法
人
と
し
て
の

「
J
I
C
A
中
期
計
画
」
[J
I
c
A
2
0
0
3
aに
そ
の
取
組
み

の
強

化
が
含
ま
れ
て

い
る
。

2

・
1

・
3
 
社
会

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析

 

第
二
に
W
I
D

(
W
o
m
a
n
 
i
n
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

)
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
連

で
社
会
分
析

へ
の
取
組
み
が
始
ま

っ
た
端
緒
も
、
分

野

別
援
助
研
究
会

に
求
め
る
こ
と
が

で
き

る
。
「開
発
と
女
性
」
が
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
は

一
九
九
〇
年

で
あ

り

、
こ
の
分
野
別
援
助
研
究
会

の
提
言
を
受
け
て
、

一
九
九

一
年
に
上
記

の
企
画
部
環
境
室
が
環
境

・
W
I
D
等
事
業
推
進
室

へ
と
改
組
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

一
九
九
三
年

に
同
室
は
環
境
女
性
課
に
昇
格

し
、
独
立
行
政
法
人
化
後
は
上

記
の
と
お
り
ジ

ェ
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ン
ダ

ー

・
環
境
社
会
配
慮
審
査
グ

ル
ー
プ
と
な

っ
て
い
る

(ジ

ェ
ン
ダ
ー
関
連
は
右
グ
ル
ー
プ
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
i
平
等
推
進
チ
ー
ム
が

担
当
し
て
い
る
)。
ま
た
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
事
業
課
題
と
し
て
も
重
要

で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
社
会
開
発
部

に
ガ
バ
ナ
ン
ス

・

ジ

ェ
ン
ダ
ー
チ
ー
ム
が

二
〇
〇
六
年
に
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
組
織
体
制
で
は
各
部
署
で
男
女

一
名
ず

つ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
主

流

化
を
促
進
す

る
担
当
職
員
が
指
名
さ
れ
、
部
署
横
断

の
ジ

ェ
ン
ダ
i
連
絡
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る

[J
I
C
A
b
2
0
0
3
b
;
2
0
0
5
a

]。

 

ジ

ェ
ン
ダ
ー

へ
の
取
組

み
は
、
こ
の
よ
う

に
W
I
D

・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
を
担
当
す
る
組
織
的
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

か

な
り
積
極
的

に
行
わ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

一
九
九

三
年
に

『W
I
D
配
慮
の
手
引
き
』
[J
I
C
A
1
9
9
3
a
]
が
職
員

の
執
務

参

考
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
て
以
来
、
各
種

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
研
究
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

一
九
九
四
年
以

降
国
別

の
ジ

ェ
ン

ダ

ー
情
報
も
各
国
に
つ
い
て
整
備
さ
れ
て
き
た
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
は
、
そ
の
後
J
I
C
A
に
お
け
る
開
発
課
題

の
ひ
と

つ
と
位
置

づ

け
ら

れ
、
『課
題
別
指
針
』
[J
I
c
A
・。0
8
巴

が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
特

に
独
立
行
政
法
人
化
に
伴

い
、

J
I
C
A
に
お
け

る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
関
連
組
織
を
中
心

に
、
開
発
案
件

に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
主
流
化

が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し

て

い
る

[J
I
C

A

b。OOこ。σ
]。

 

社
会

.
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析

に
つ
い
て
は
、
W
I
D
を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
組
み
入
れ
て
い
く
手
法
と
し
て
そ

の
導
入
が
当
初
か

ら
推

奨
さ
れ
、

一
九
九
三
年

に

『
W
I
D
配
慮

に
お
け

る
社
会
/
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
手
法
調
査
報
告
書
』
[J
I
C
A
一8
。。三
、

一
九
九

四
年
に
は

『社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
手
法

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
[J
I
C
A
1
9
9
4
a
]

が
作
成
さ
れ

て
い
る
。

同
じ
く

一
九
九

四
年

に
は
、
案
件

の
事
前
調
査

に
社
会

・
W
I
D
配
慮
団
員
を
派
遣
す
る
経
費
が
予
算
化
さ
れ
た
。
当
初
は

、
社
会

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

分
析
は
、
分
析
対
象
を
地
域
社
会
と
し
、
社
会
構
造

の
中

に
女
性
を
位
置
づ
け
て
男
女
の
役
割
お
よ
び

ニ
ー
ズ

の
違

い
や

相

互
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

J
I
C
A
の
報
告
書
類
を
見
る
限
り
、
次
第

に

■社
会

・
ジ

ェ

ン
ダ
ー
分
析
」

で
は
な
く

「ジ

ェ
ン
ダ
ー

分
析
」
と

い
う

用
語
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分
析
対
象
も
地

域
社
会

の
男
女
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と

そ

の
関
係
性

に
絞

っ
た
意
味
で
用

い
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

 

後
者
の
よ
う
な
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
も
広
義
の
社
会
分
析

の

一
部
と
捉
え
れ
ば
、
J
I
C
A
の
案
件

に
お

い
て
対
象
社
会
の
分

析

が
実
施

さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー

へ
の
取
組
み
の
強
化
と
と
も
に
増
大
し
て
い
る
と
言
え

る
。

2

・
1
・
4
 
社
会
開
発
系
案
件
の
増
加

 
第
三

に
、
分
野
別
援
助
研
究

で
貧
困
問
題
や
参
加
型
開
発
な
ど
が

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴

い
、
J
I
C

A
で
も

一
九
九

〇
年
代
に
入

っ
て
、
社
会
開
発
の
視
点
を
持

っ
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
、
そ
の
実
施
を
促
進
す

る
た
め
の
研
究
お

よ
び
刊
行
物
が
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

 

そ
う

し
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
初
期
の
代
表
例
に
、
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
生
計
向
上

(
一
九
九

一
年
～

一
九
九
六
年
)」

や

「イ

ン
ド
ネ

シ

ア
南
東

ス
ラ
ウ

ェ
シ
州
農
業
農
村
総
合
開
発
計
画

(
一
九
九

一
年
～

一
九
九
六
年
)」
、
「
タ
ン
ザ

ニ
ア

・
キ
リ

マ
ン
ジ

ャ
ロ
村

落

林
業
計
画

・
フ

ェ
ー
ズ

H

(
一
九
九
三
年
～
一
九
九
八
年
)」
な
ど
が
あ
る

[J
I
C
A
1
9
9
5
a
]いず
れ
も
地
域

住
民
を
直
接

の

裨
益
対
象
と
し
、
人
々
を
巻
き
込
ん
で
社
会
的
側
面

に
働
き
か
け
る
案
件
で
あ

っ
た
。

 

と
く
に
貧
困
削
減
に
関
し
て
は
、
分
野
別
援
助
研
究

で

一
九
九

〇
年

に
貧
困
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
以

降
、

一
九
九
九
年

に

は
貧
困
削
減
に
か
か
る
課
題
別
支
援
委
員
会
が
組
織

さ
れ

て
、
『
課
題
別
指
針
』
[J
I
C
A
b
2
0
0
2
b

]
が
策
定

さ
れ
る
な
ど
、

J

I
C
A

の
重
点
課
題
と
し
て
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇

一
年
度
の
実
績
を
み
る
と
、
貧
困
削

減
に
関
連
す
る
案

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ら
 

件

は
、
全
J
I
C
A
事
業
の

一
九

・
九

パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う
集
計
結
果
が
出
て
い
る

[J
I
c
A
2
0
0
3
c
]。
た

だ
し
貧
困
削
減
案

件

と
し
て
含
み
得

る
範
囲
は
年

々
変
化

し
て
お
り
、
と
く
に
開
発
途
上
国
に
お
け
る
P
R
S
P

(
P
o
v
e
r
t
y
 
R
e
d
u
c
t
i
o
n
 
S
t
r
a
t
e
g
y

P
r
o
j
e
c
t

)
導

入
以
降
、

マ
ク

ロ

(中
央
)
レ
ベ
ル
の
政
策

・
制
度
策
定
の
P
R
S
P
支
援
も
貧
困
案
件
と
し

て
分
類
さ
れ

て
い

第2章JICAの 独立行政法人化と社会的側面配慮への取組み97



表1JICAに おける社会的側面に配慮した協力を推進するための刊行物

発行年 タ イ トル 作成部署 キ ー ワ ー ド

1992 開発調査事業における社会分析ガイ

ドライン策定研究(プ ロジェクト研

究)最 終報告書

社会開発調査部 環境社会配慮

1993a WID配 慮の手引き 企画部 社 会 ジ ェ ンダ ー

1993b WID配 慮 における社会ノジェンダー

分析手法調査報告書

国際協力総合研修所 社 会 ジ ェ ンダ ー

1994a 社 会 ・ジ ェ ン ダー分 析 手法 マ ニ ュ ア

ル

国際協力総合研修所 社 会 ジ ェ ンダ ー

1994b 貧困問題ガイドブック 企画部 貧困

1994c プ ロジ ェ ク トマ ネ ー ジメ ン トにお け

る 「組織 ・制 度づ く り」 へ の 配慮

国際協力総合研修所 社会開発

1995b 開発調査(事 前調査)に おける社

会 ・WID配 慮団員のための手引書

企画部 社 会 ジ ェ ンダ ー

1996b 農業 ・農村開発計画調査手法の研究 農林水産開発調査部 社会調査

1996c 開発援助プロジェクトにおける社会

的能力の活用に向けた基礎研究

国際協力総合研修所 社会開発

1997 地域展開型協力案件の計画段階にお

ける社会 ・ジェンダー調査導入にか

かる基礎研究

企画部 社 会 ジ ェ ン ダー

1999 農村社会調査手法の研究(理 論編 ・

実務編 ・実施要領)

農林水産開発調査部 社会調査

2000a 農村調査の手引書:研 究 ・普及連携

型農業プロジェクトにおける問題発

掘 と診断のために

農業開発協力部 社会調査

2004a JICA環 境社会配慮ガイドライン 国際協力機構 環境社会配慮

2004b 開発調査における環境社会配慮ガイ

ドラインの運用のための基礎研究研

究会報告書

社会開発部 環境社会配慮

2004c 貧困削減実務マニュアル 貧 困 削減 タ ス ク フ ォー

ス

社会開発

2005b 特定テーマ評価 「参加型地域社会開

発のジェンダー評価」報告書

企画 ・調整部 社 会 ジェ ンダー

2005c 社会調査の事業への活用:使 おう!

社会調査

国際協力総合研修所 社会調査

2007 社会調査の心得と使い方 国際協力総合研修所 社会調査

注)個 々の プロジェ ク トに関す る ものや、JICA客 員研 究員 による報告書 はここに含 まれて

  いない。
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る

こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

 
ま
た
、

J
I
C
A
作
成
の
刊
行
物
を
み
て
も
、
分
野
別
援
助
研
究
を
皮
切
り
に
、

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
貧
困
削
減

や

そ
の
手
段
と
し

て
の
住
民
参
加
あ

る
い
は
社
会
分
析
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表

1
は
、
J
I
C
A

各
部
署
に
お

い
て
作
成
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
刊
行
物
を
示
し
て
い
る
。
分
野
別
援
助
研
究
報
告
書
は
表
1
に
は

リ
ス
ト
ア

ッ
プ

し

て

い
な

い
が
、

こ
こ
に
見
ら
れ
る
研
究
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
類
は

い
ず
れ
も
事
業

で
の
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り

、
社
会
的
側
面

の
配
慮
を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
実
施
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
軌
跡
を
示
す
も

の
と
言
え
る
。

2

・
2
 
J
I
C
A
事
業
の
社
会
的
側
面

へ
の
取
組
み
に
関
わ
る

「
人
」

 
前
項
で
は
分
野
別
援
助
研
究
を
機
に
、
社
会
的
側
面
に
対
す
る
組
織
と
し

て
の
取
組
み
が
拡
大
し
て
い
っ
た

こ
と
を
見
て
き

た
。

で
は
実
際

に
事
業
に
関
わ
る

「人
」

の
面

で
は
ど

の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

2

.
2

.
1

J
I
C
A
の
人
的
資
源
の
分
類

 

J
I
C
A
は
技
術
協
力
機
関
で
あ

る
た
め

に

「人
」
か
ら

「人
」

へ
の
協
力
と

い
う
側
面
が
強

い
。
ま
た
、

組
織
が
発
足

・

成

長
す
る
過
程
で
多
様
な
技
術
協
力
の
ス
キ
ー
ム
を
付
加
し
て
い
っ
た
経
緯
か
ら
、
様

々
な
ア
ク
タ
ー
が
事
業

に
関
わ

っ
て
い

る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
J
I
C
A
の
事
業
を
担
う

の
は
J
I
C
A
の
職
員
だ
け

で
は
な

い
。
そ
こ
で
最
初

に
、
J
I
C
A

の
事
業
を
実
施
す
る
上
で
の
ア
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
日
本
側
の
人
的
資
源
を
中
心
に
整
理
し
た

い
。
ま
ず
、
実

際
に
発
展
途
上

国

へ
行
き
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
を
通
じ
て
途
上
国

へ
の
協
力
に
直
接
現
場

で
関
わ
る
人

々
と
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
計
画

・
監
理

あ

る
い
は
支
援
す
る
人

々
の
二

つ
に
大
別

で
き
る
。
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表2JICAの 事業に関わる主な日本側アクター

現場で活動する関係者 後方支援の関係者
・専門家(技 術協力プロジェクト) ・JICA職 員

・開発コンサルタント(開 発調査、無償資金協 ・企画調査員

力) ・JICA国 際協 力専 門 員

・青年海外協力隊 ・シニア海外ボランティア(ボ ・日本政府の関係省庁

ランテイア事業) ・国別、課題別、国内支援委員会
・NGO(草 の根技術協力等)

 

表

2
の
と

お
り
、
前
者

に
は
、

い
わ
ゆ
る

「専

門
家
」
と
呼
ば
れ
、
技
術
協
力

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

(以
前
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
に
お

い
て
専
門
技
術
を
持

っ
て
相
手
国
の
カ

ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
協
力
し
て
事
業
を
実
施
す
る
人
々
が

い
る
。
か

つ
て
は
、

日
本
の
省
庁

(そ
の

外
郭
団
体
や
地
方
自
治
体
を
含
む
)
か
ら
推
薦
さ
れ
て
派
遣
さ
れ
る
専
門
家
が
主
流
で
あ

っ
た
が
、
後

に
述

べ
る
よ
う

に
、
J
I
C
A
の
独
立
行
政
法
人
化

に
伴

い
、
公
示
を
し
て
民
間
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
近
年
増
え

て
い
る
。
次

に

「開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ

る
職
能
集
団
が

あ
る
。
開
発

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
計
画

・
設
計
を
伴
う
無
償
資
金
協

力
事
業
や
、
発

展
途
上
国
の
セ
ク
タ
ー
開
発
計
画
の
策
定
支
援
な
ど
を
行
う
開
発
調
査
事
業
に
、
J

I
C
A
も
し
く

は
相
手

国
政
府
か
ら
受
注

し
て
技
術
の
提
供
を
行

っ
て
い
る

(近
年
は
、
ソ
フ
ト
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
増
え
、
後
述
の
と
お
り
技
術
協
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て
い
る
)。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
に
参
加
す
る
人
材
は
、
「青
年
海
外
協
力
隊
」

や

「
シ

ニ
ァ
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
」
が
広
く
一

般

か
ら
公
募

さ
れ
る
。
さ
ら

に
近
年
、
日
本
の
N
G
O
な
ど
も
J
I
C
A
か
ら
の
委
託

や
契
約
と

い
う

形
で
、
J
I
C
A
の
資
金
を
用
い
て
現
地
で
活
動
を
展
開
す
る
と

い
う
形
態
が
増
え

て
い
る
。

 

一
方
、
現
場
で
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
後
方
支
援
す
る
主
な

ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
J
I
C
A
職
員
、

企
画
調
査
員
、
国
際
協
力
専
門
員
が
い
る
。
彼
ら
は
J
I
C
A
に
よ

っ
て
直
接
雇
用

さ
れ
、

フ
ル
タ

イ
ム
で
J
I
C
A

の
事
業
に
関
わ

っ
て
お
り
、
個

々
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
マ
ネ

ー
ジ

メ
ン
ト
、
援
助

手
法
等

の
改
善

へ
の
取
組
み
、
ま
た
J
I
C
A
の
組
織
自
体
の
運
営
も
行

っ
て
い
る
。
関
係
省
庁
は
、

技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
派
遣
す
る
専
門
家

の
推
薦
や
、
研
修
員

の
受
入
れ
、
そ
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
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ク
ト

の
国
内
支
援
委
員
会
あ

る
い
は
国
別

・
課
題
別

の
支
援
委
員
会
に
参
加
し
て
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え

る
と

い
う
位
置

づ
け

に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
国
別

・
課
題
別
あ
る

い
は
国
内
支
援
委
員
会
に
は
、
他
に
も
大
学
の
研
究
者
等

の
有
識
者
が
参
加

す

る
こ
と
が
多

い
。

2

・
2

・
2
 
社
会
的
側
面
へ
の
配
慮
に
取
組
む
現
場
の
関
係
者

 

こ
の
よ
う

に
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
J
I
C
A
事
業
に
か
か
わ

っ
て

い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮

の
た
め
の

人

的
資
源

の
投
入
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
現
場
で
活
動
す
る
関
係
者

に
つ
い
て
み

て
み
た

い
。

 

技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
準
備
段
階
で
事
前
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
る
が
、
そ
の
事

前
調
査
団

の

一

員

と
し
て
社
会

・
W
I
D
配
慮
団
員
を

つ
け
る
こ
と
が
予
算
化
さ
れ
た
の
は

一
九
九
四
年

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
事
前
調

査

は

一
般
的
に

一
～
二
週
間
と
期
間
が
短

い
た
め
、
必
要

に
応
じ

て
長
期
で
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
形
成
に
関
す

る
調
査
を
可
能
に

す

る
べ
く

一
九
九
八
年

に

「社
会
ジ

ェ
ン
ダ
ー
調
査
費
」

が
予
算
化
さ
れ
た
。
事
前
段
階
の
み
な
ら
ず
、
中

間
評
価

(モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
)
や
終
了
時
評
価

で
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
や
社
会
的
側
面
の
情
報
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
社

会
調
査
を
実
施
す
る

(あ
る
い
は
現
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
再
委
託
す
る
場
合
の
監
督
を
す
る
)
調
査

団
員
が
専

門
家
と
は
別
途
派

遣

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 

技

術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
段

階
で
は
、
専

門
家
と
し
て

「参
加
型
開
発
」
「社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ
i
」
「住

民
組
織
強

化
」
な
ど
を
指
導
科
目
と
す
る
人
材
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
べ
ー
ス
ラ
イ

ン
調
査
や

二
i
ズ

調
査
を
実
施
し
た

り

、
あ
る

い
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
住
民
を
組
織
化
す
る
た
め

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
り
す
る
。

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
技
術
担
当

の
専
門
家
が
兼
務
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、

一
般
的
に
は
社
会
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調
査

や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
等

の
ソ
フ
ト
系

の
専
門
性
を
持

つ
人
材
を
J
I
C
A
が
独
自
に
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
派
遣
す

る
こ
と

に
な
る
。

多

く
は
、
協
力
隊
出
身
者

で
住
民
と
と
も
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発

に
携
わ

っ
て
い
た
経
験
の
あ
る
人
や
、

開
発
系
の
大
学
院

で
農
村
開
発
や
社
会
分
析
を
学
ん
で
き
た
背
景
を
持

つ
人
々
で
あ

る
。
ま
た
、
大
学
に
依
頼
し
て
地
域
研
究
者
を
短
期
専
門
家

と

し
て
派
遣
す

る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
材
が
十
分
で
な

い
こ
と
か
ら
、
J
I
C
A
で
は
専
門
家

人
材
養
成
研
修
と

い
う
国
際
総
合
研
修
所

の
実
施
す
る
事
業

で

一
九
九

一
年
以
来

「貧
困
対
策

コ
ー
ス
」
や

「社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ

ー
調
査
手
法
実

践

コ
ー
ス
」
(研
修
期
間
は
二
ヵ
月
程
度
)
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

 

技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
専
門
家

の
派
遣
期
間
は
、
業
務
内
容
に
よ

っ
て
も
様
々
で
あ
る
が
、

二
週
間
程
度
の
短

い
期
間
か
ら
、
二
年
程
度
現
地
に
張
り
付

い
て
活
動
す
る
場
合
ま

で
あ
る
。
派
遣
期
間
が

一
年
未
満
を
短
期

専
門
家
、

一
年
以

上
を
長
期
専
門
家
と
呼
ん
で
お
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
は
長
期
専
門
家
の
チ
ー
ム
が
主
体
と
な

っ
て
現
地

の
活
動
を
展
開

す

る
。
社
会
開
発
系

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
長
期
専
門
家
と
し

て
ソ
フ
ト
系

の
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る

こ
と
が
多

い
。
し

か
し
、
こ
の
形
態

は
、
後
述

の
よ
う
に
変
化
し

つ
つ
あ
る
。

 

開
発
調
査
は
、
途
上
国
の
要
請

に
基
づ

い
て
、
開
発

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
り
、
あ
る
特
定

の
開
発
計
画

に
つ
い
て

フ

ィ
ー
ジ
ビ

リ
テ
ィ
ー

ス
タ
デ
ィ
ー

(実
行
可
能
性
調
査
)
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
内
容

に
よ

っ
て
は
、
農
村
地
域

に
お
け
る
住
民
の
所
得
向
上
や
組
織

・
制
度

の
開
発
な
ど
を
計
画
内
容
に
含
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う

な

場
合
、
計
画
案

の
実
証
調
査

の
た
め
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

案
件

で
は
、
開
発
調
査
を
受
託
し
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
、
社
会
開
発
系

の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
加
わ
る

こ
と
に
な
る
。

 

一
方
、

一
九
九

〇
年
代
前
半

の
環
境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
導
入
に
よ
り
、
大
規
模
な
イ

ン
フ
ラ
事
業

の
開
発
調
査

に
お

い
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て
、
事
前
調
査
団

や
本
格
調
査
団

に

「環
境
社
会
配
慮
団
員
」
を
配
置
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て

い
る

[海
外
環
境
協
力
セ
ン

タ
ー
2
0
0
0
]。
特
に
二
〇
〇
四
年

に
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
改
訂
さ
れ
て
か
ら
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き

い
と
予

想

さ
れ
た
場
合
は
、
社
会
配
慮

や
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
メ
コ
ン
第
二
架
橋
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多

い
。

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
チ
ー
ム

一
九
人
中
五
人
が
環
境
社
会
配
慮
団
員
で
あ
り
、
そ
の
五
人

の
担
当
は
自
然
環
境

配
慮

一
名
、
社
会
環
境
配
慮

一
名
、
地
域

開
発
計
画

一
名
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

 

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
性
質
上
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
活
動
を
実
施
す

る
場
合
が
多
く
現

地

の
社
会
状
況
を

ふ
ま
え

て
活
動
す
る
傾
向

が
強

い
。
特

に

「住
民
の
視
点
か
ら
住
民

の
抱
え

る
諸
問
題
を

掘
り
起

こ
し
、
住

民
と

の
話
し
合

い
を
通
し
て
現
実
可
能
な
解
決
策
を
探
る
ア
プ

ロ
ー
チ
」
(J
O
C
V
内
部
資
料
)
を
と

っ
て
活
動
す

る
職
種
と

し

て

「村
落
開
発
普
及
員
」
が
あ
る
。

こ
の
職
種

の
隊
員

の
派
遣
実
績
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
五
年

時
点

で
派
遣
中
の

協
力
隊
員
で
は
最
も
派
遣
人
数

の
多

い
職
種

で
あ

っ
た

[J
I
C
A
2
0
0
5
d
]。
社
会
調
査
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
を
主
な
活
動
内
容

と
す

る
場
合
も
、
「
村
落
開
発
普
及
員
」
と

い
う
職
種

で
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「文
化
人
類
学
」
や

「
社
会
学
」
と

い
う

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ハ 
 

職
種
も
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
派
遣
実
績
者
総
数

の
約
三
万
件
中
、
僅
か
三

一
人

つ
ま
り
○
・

一
%

で
あ

っ
た
。

2

・
2

・
3
 
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
に
取
組
む
後
方
支
援
の
関
係
者

 

次

に
J
I
C
A
事
業
を
後
方
支
援
す

る
関
係
者

の
現
状
を
見
て
み
よ
う
。
J
I
C
A
職
員

に
つ
い
て
農

村
開
発
学
や
文
化

人
類
学
あ

る
い
は
社
会
学
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
人
材
が
ど
れ
だ
け

い
る
か
、
そ
れ
を
統
計
的
に
示
す
こ
と
は
難
し

い
。

J
I
C
A
職
員
の
専
門
性
の
強
化

に

つ
い
て
は
人
事

部
を
中
心
に
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
採
用
時

に
専
門
別
に
募
集

・
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選

考
が
行
わ
れ
る
訳

で
は
な
く
、
職
員
は
基
本
的

に
は
ジ

ェ
ネ

ラ
リ
ス
ト
と
し
て
業
務
を
実
施

し
て
い
る
。
し
か
し
、
職
員
研

修

と

い
う
形
で
、

一
九
九
四
年
以
来

「貧
困

・
W
I
D
」

「社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ
i
」
「環
境
社
会
配
慮
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
半

日
程
度

の
コ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

国
際
協
力
専
門
員
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
農
村
開
発
、
貧
困
削
減
を
専
門
と
す
る
人
材
が
、
国
際
協
力
専
門
員
八
五
名
中

一
〇

名

程
度

い
る
。
ま
た
公
衆
衛
生
や
教
育
が
専
門
で
も
、
長
年
の
国
際
協
力

の
現
場
で
の
経
験
か
ら
社
会
開
発

の
視
点
を
持

っ
て

J
I
C
A
事
業

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
る
専
門
員
も
少
な
く
な

い
。

 
外

部
の
有
識
者
が
様

々
な
か
た
ち

で
J
I
C
A
事
業

の
後
方
支
援
に
関
与
し
、
専
門
的
知
識
を
提
供
す
る

こ
と
は
多

い
。

「
貧

困
削
減
」
と

「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
大
学
等

の
研
究
者
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
す
る

「
重
点
課
題

別
支
援
委
員
会
」

が

一
九
九
九
年
以
来
設
置
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
別
途

「ジ

ェ
ン
ダ
i

・
W
I
D
懇
談
会
」
が
開
催

さ

れ
て
お
り
、
研
究
者
の
他
、
N
G
O
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
て
い
る

[J
I
C
A
・。oo。。げ
]
。
ま
た
、
個
々
の

各

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
支
援
や
、
上
記
表
1
に
も
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
調
査
研
究
報
告
書
類

の
作

成
に
あ
た

っ
て
、

社
会
開
発
や
地
域
研
究
に
精
通
し
た
外
部
有
識
者

の
知
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
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3

独
立
行
政
法
人
化
に
よ
る
J
I
C
A
の
組
織
の
変
化

 

さ
て
、
本
節
で
は
J
I
C
A
の
独
立
行
政
法
人
化
に

つ
い
て
見
て
み
た

い
。
J
I
C
A
は
二
〇
〇
三
年
の

一
〇
月
に
独
立
行

政
法
人
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
変
化
は
、
直
接
的

・
間
接
的
に
J
I
C
A
の
組
織

・
機
構

や
、
事
業
の
動
か
し
方
を
大
き
く
変

え

る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
、
J
I
C
A
自
体

の
組
織
の
変
化
を
見
た

い
。



3

・
1
 
組
織
の
法
的
位
置
づ
け
の
変
化

 

一
九
九
八
年
六
月
、
日
本
政
府
に
お

い
て
中
央
省
庁
改
革
基
本
法
が
公
布
さ
れ
て
独
立
行
政
法
人
制
度
が

誕
生
し
、
二
〇
〇

〇
年

一
二
月

に
は
行
政
改
革
大
綱
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
こ
の
政
府
に
よ
る

一
連

の
行
政
改
革

の
流
れ
を
受

け
て
、
そ
れ
ま
で

特

殊
法
人
で
あ

っ
た
国
際
協
力
事
業
団
は
二
〇
〇
三
年

一
〇
月

に
独
立
行
政
法
人
と
な
る
。
そ
れ

に
伴

い
、
組
織
の
和
文
名
称

は

国
際
協
力

機
構

に
変
わ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
た
だ
し
、
英

文
名
称
お

よ
び

略
名

は
J
a
p
a
n
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n

A
g
e
n
c
y

(J
I
c
A

"
ジ
ャ
イ
カ
)
の
ま
ま
と
さ
れ
た
。
J
I
C
A
の
組
織
と
し
て
の
法
的
根
拠
と
な
る
国
際
協
力
事
業
団
法

 
 
 
 
 
 
 
 

 ヱ

も

、
国
際
協
力
機
構
法

へ
と
移
行
す
る
。

 

こ
の
独
立
行
政
法
人
化

(以
下
、
独
法
化
と
表
記
)
は
、
他

に
も
法
的
立
場

の
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。
J
I

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ソ

C

A
が
政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
の
技
術
協
力
機
関

で
あ

る
こ
と
、
外
務
省
を
監
督
省
庁
と
す

る
実
施
機

関

で
あ

る
こ
と
、

そ

し
て
基
本
的
に
国
家
予
算
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
は
従
来

の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
立
行
政
法
人

が

「自
律
性
、
自

発

性
及
び
透
明
性
を
備
え

た
法
人
」
[総
務
省

づ
●Ω
]
だ
と
規
定
さ
れ
る
よ
う

に
、
J
I
C
A
も
独
立
経
営
体

と
し

て
の
側
面
が

法

的
に
強
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
組
織
や
人
事
管

理
に
つ
い
て
、
以
前
は
法
令
等
に
よ
る
画

一
的

な
統
制
が
あ

っ
た

の

に
対
し
、
独
法
化
後
は
、
法
令
が
定
め
る
基
本
的
な
範
囲
内

で
法
人
が
内
部
組
織
の
変
更
を
決
定
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

ま

た
、
財
務
に
関
し
て
も
、
交
付
さ
れ
た
運
営
費
を
弾
力
的

・
効
果
的

に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

一
方
、
国
民

に
対
す
る
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
情
報
公
開
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
と
と
も

に
、

組
織
と
し

て
の
評
価
を
受
け
る
制
度
が
正
式

に
導
入
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た
。

 

こ
の
評
価
を
受
け
る
前
提
と
な
る
の
が
、
三
～
五
年
ご
と

の

「中
期
目
標
」
お
よ
び

「
中
期
計
画
」

で
あ

る
。
「
中
期
目
標
」

は
監
督
省
庁

で
あ

る
外
務
省
が
設
定
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
ど
う
達
成
す
る
か
と

い
う

「
中
期
計
画
」

は
独
立
行
政
法
人
自
体
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表3 JICA特 殊法人時代と独立行政法人化後の法的立場の変化

特殊法人時代 独立行政法人化後

特殊法人 独 立 行 政法 人(2003、10-)

ODAの 技術協力機関 同左。ただし、組織の目的に 「復興支援」

や 「国民等の協力活動」が追加された他、

若干変化

外務省をはじめ各省庁の監督下 外務省が監督省庁だが、独立経営体とし

ての側面

実施機関(政 策は外務省で) 同左

国家予算(外 務省からの出資金 ・交付金) 同左。ただし、削減目標設定される。ま

た運営費等を弾力的 ・効果的に使用する

ことが可能に

「業務実施方針」 「中期目標」「中期計画」「年度計画」

が
作
成
す
る
と

い
う
枠
組
み
と
な

っ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年

一
〇
月
、
新

し
く
国
際

協
力
機
構
が
発
足
し
た
時
か
ら
開
始
し
た
中
期
計
画
に
は
、
経
費

の
削
減

・
効
率
化

や
、
案
件

の
効
果
的

・
効
率
的
実
施
、
案
件
の
評
価

の
充
実
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

客
観
的
な
指
標
が
設
定
さ
れ
て

い
る

[J
I
c
A
2
0
0
3
a
]

。
J
I
C
A
が
こ
の
中
期
計

画
達
成

に
向
け

て
成
果
を
あ
げ
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期

的
に
評
価
す
る
の

が
外
務
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
で
あ
り
、
そ
の
評
価
結

果
は
総
務
省

の
評

価
委
員
会

へ
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
中
期
目
標

の
期
間
終
了
時
ご
と
に
は
、

組
織

の
存
続

や
業
務
内
容

の
是
非

に
関
す
る
厳
し

い
見
直
し
を
行

う
こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

 
特
殊
法
人
時
代

は
、
外
務
省
を
は
じ
め
各
省
庁

の
監
督

下
に
あ

っ
て
、
「業
務
実

施
方
針
」
な
る
文
書
が
毎
年
、
外
務
大
臣

・
農
林
水
産
大
臣

・
経

済
産
業
大
臣
の
連

名

で
J
I
C
A
宛

て
に
発
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
J

I
C
A
は
事
業
を

実
施
す
る
と

い
う
形
態
を
と

っ
て
い
た
が
、
独
法
化
後
は

「
中
期

目
標
」

「中
期
計

画
」
、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
く
年
度
計
画
に
よ
り
達
成
目
標
や
具
体

的
方
策
を
定
め
、

そ

の
項
目
ご
と
に
評
価
を
受
け
る
と

い
う
法
的
枠
組
み
に
な

っ
た

。
そ
の
結
果
、
組

織
と
し

て
重
視
す

る
視
点

や
価
値
観
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な

る
。
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3

・
2
 
改
革
に
向
け
た
三
つ
の
視
点

 

J
I
C
A
は
独
法
化
し
た
お
よ
そ
半
年
後

の
二
〇
〇
四
年
三
月
に
、
「中
期
目
標

・
中
期
計
画
を
深
堀
り
し
、
加
速
化
さ
せ

る
内
部
改
革
」
[J
I
c
A
2
0
0
6
a
:
1
]

と
し
て
、
「
J
I
C
A
改
革
プ

ラ
ン
」
を
発
表

し
て
い
る
。
そ

の
J
I
C

A
改
革
プ
ラ
ン

を

推
進
す

る
方
向
性
は
、
三

つ
の
視
点
で
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「現
場
主
義
」
、
「人
間
の
安
全
保
障

の
視
点
」
、
「効

果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば

一
般
向
け
の
J
I
C
A
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

(〃O
ロ
一⊆①
"O
』一〇
〉
")
に
も
、

J

I
C
A
が
事
業
を
実
施
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
三

つ
の
視
点
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三

つ
の
視
点
は
、
単

な

る
行
政
文
書
上

の
御
題
目

で
は
な
く
、
独
法
化
後

の
J
I
C
A
と

い
う
組
織

の
価
値
観
を
規
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

3

・
2

・
1
 
現
場
主
義

 
J
I
C
A
改
革
プ
ラ
ン
で

「
現
場
主
義
」
と

い
わ
れ
る
時
、
そ
れ
は

「在
外
強
化
」
と
同
義
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

J

I
C
A
の
在
外
事
務
所

の
強
化

で
あ
る
。
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、

(
一
)
予
算
執
行
権
限

の
拡
大
を

含
む
在
外
事
務

所

へ
の
権
限
委
譲
、

(二
)
地
域
支
援
事
務
所

の
設
置
を
主
軸
と
す
る
在
外
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
、

(三
)
在
外
事
務
所

へ
の

人
員
シ
フ
ト
、
が
あ
る
。

 
在
外
事
務
所

へ
の
権
限
委
譲

の
ひ
と

つ
に

「在
外
事
務
所
主
管
案
件
」
の
導
入
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
在
外
事
務
所
が
プ

ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 

ジ

ェ
ク
ト
の
計
画
か
ら
実
施
ま
で
を
、
意
思
決
定
や

マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
も
あ
わ
せ
て

一
貫
し
て
行
う
と

い
う

も
の
で
あ
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
本
格
導
入
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
度
に
お
け
る

「在
外
主
管
案
件
」

の
割
合
は
、
三
〇
重
点
推

進
事
務
所
と

い
わ

れ

る
在
外
事
務
所

で
全
案
件

の
約
四
割
に
及
ん
だ

[J
I
C
A
図
08
Φ]。

 

ま
た
、
在
外
事
務
所

へ
の
人
員
シ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
国
内

・
海
外

の
人
員
比
率
を
同
規
模
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
中

第2章JICAの 独立行政法人化と社会的側面配慮への取組み107



期
計
画
期
間
中
に
二
〇
〇
人

の
シ
フ
ト
が
計
画
さ
れ
た
。
な
お
、
独
法
化
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
度
末
時
点
で
、

在
外
事
務
所
に

配
置
さ
れ
て
い
る
職
員
は
三
六
九
人
で
、
全
職
員
数

一
二

=
二
人

の
約
三
割
で
あ

っ
た

[J
I
C
A
・。08
α
]。
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3

・
2

・
2
 
人
間
の
安
全
保
障
の
視
点

 

「人
間
の
安
全
保
障
」
は
、
二
〇
〇
三
年

の
O
D
A
大
綱

の
改
訂
時
に
、
新
た
な
基
本
理
念

の

一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

J

I
C
A
も

「
J
I
C
A
改
革
プ

ラ
ン
」
を
発
表
す
る
こ
と

で
、
「
人
間

の
安
全
保
障
」

の
視
点
に
基
づ

い
た
事
業
実
施
を
目

指

す
こ
と
を
打
ち
出
し
た
訳
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年

一
〇
月
に
は
企
画
調
整
部

に

「人
間

の
安
全
保
障

チ
ー

ム
」
が
設
置
さ
れ

て
、
概
念
を
事
業

で
具
体
的

に
実
現
す
る
た
め

に

「七

つ
の
視
点
」
を
整
理
し
、
「人
間

の
安
全
保
障
」
に
合

致
す

る
モ
デ
ル

案

件
を
選
定
し
て
紹
介
す

る
な
ど
、
J
I
C
A
内
外

で
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る

[J
I
c
A
n
.
d
.

]
。

3

・
2

・
3
 
効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性

 

「
J
I
C
A
改
革
プ
ラ
ン
」

の
三

つ
の
視
点
が
文
書
に
現
れ
る
時
、
そ
の
順
序
は

「
現
場
主
義
」
、
「人
間
の
安
全
保
障
の
視

点

」
、
「効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
独
法
化
に
伴
う
組
織
内
部
の
変
化
に
最
も
強

い
影
響
を
与
え

て

い
る
の
は

「効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」
で
表
さ
れ
る
方
向
性
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
の
評
価

に
直
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 

効
率
化
に

つ
い
て
は
、
事
務
手
続
き

の
効
率
化

や
経
費

の
削
減
の
み
な
ら
ず
事
業

の
効
率
化
も
目
指
さ
れ

て
お
り
、

一
例
を

挙

げ
れ
ば
、

一
年
以
上
派
遣
す
る
長
期
専
門
家
を
短
期
専
門
家
に
よ

っ
て
代
替
さ
せ
、
長
期
専
門
家

の
派
遣
者
数
を

一
〇
パ
ー

セ

ン
ト
減
ら
す
こ
と
が
中
期
計
画
に
含
ま
れ
て

い
る
。
効
率
性
と
効
果

(援
助
の
質
の
向
上
)
と

い
う
、
必
ず

し
も
両
立
が
容



易

で
な

い
二
者
を
同
時

に
達
成
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て

い
る
た
め
、
「
選
択
と
集
中
」
と

い
う
言
葉

が
J

I
C
A
内
で
よ
く

用

い
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
効
果
が
評
価
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
具
体
的
に
見
え

る
も

の
で
あ
る
こ
と

が
必
要
と

い
う
認

識

を
反
映
し
て
、
「成
果
主
義
」
と

い
う

こ
と
も
よ
く
言
わ
れ
る
。

 

さ
て
、
「
効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」

の
視
点

の
も
と
実
施
さ
れ
た

(あ
る
い
は
進
行
中
の
)
改
革

で
、
特

に
大
き
な

二
つ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

改

編
に

つ
い
て
こ
こ
で
触

れ
て
お
き
た

い
。
第

一
は
、
「
戦
略
性
を
高
め
、
よ
り
効
果
的

・
効
率
的
な
協
力
を

お
こ
な
う
た
め
」

[J
I
C
A
。。08
Q
心-α
]
の
実
施
体
制
強
化
を

目
的
と
し
て
、
地
域
部

・
課
題
部
体
制

へ
組
織
が
再
編

さ
れ
た

こ
と

で
あ
る
。
第

二

は
、
技
術
協
力
事
業
に
お
い
て
、
専
門
家

の
質

の
向

上
と
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

専
門
家

の
リ
ク

ル
ー
ト
方
法
や
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実
施
方
法
が
大
幅

に
改
変
さ
れ
、
法
人
契
約
が
推
進
さ
れ

て
い
る
点

で
あ

る
。
こ
れ
ら
二
点

に

つ
い
て
、
次
節
以
降
で
詳
述
す
る
。

3

・
3
 
組
織
の
再
編

 

上
述

の
と
お
り
、
独
法
化
を
挟
ん
で
J
I
C
A
内
で
地
域
部

・
課
題
部
体
制

へ
の
組
織
改
編
が
実
施
さ
れ

た
。
独
法
化
後
は
、

経
営
努
力

の
た
め

の
手
段
と
し
て
内
部
組
織

の
変
更
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、

二
〇
〇
三
年

一
〇

月

か
ら
始
ま

っ
た
J
I
C
A
中
期
計
画

に
は

「
組
織
運
営
を
改
善

し
、
(中
略
)
現
行

の
事
業
実
施
部
門

に
お
け
る
縦
割
り
の

組

織
編
成
を
柔
軟
化
し
て
再
編
成
す
る
」
[J
I
C
A
島・0
8
9
』

と
記
さ
れ
て
い
る
。
独
法
化
し
た
半
年
後

の
二
〇
〇
四
年

四
月

に
実
行
さ
れ
た
組
織
改
編
で
は
、
縦
割
り
と
援
助
ス
キ
ー
ム

(援
助
形
態
の
枠
組
み
)
の
組
合
せ
か
ら
成

っ
て

い
た
従
来

の
八
つ

 

 
ハユ

の
部
署
を
再
編
し
、
五
つ
の
課
題
部
が
設
置
さ
れ
た
。
五

つ
の
課
題
部
と
は
、
社
会
開
発
部
、
人
間
開
発
部
、
地
球
環
境
部
、

農

村
開
発
部
、
経
済
開
発
部
を
指
す
。
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従
来

の
八
部
署
編
成
は
、
農
業
、
医
療
、
鉱

工
業
な
ど
と

い
っ
た
技
術
セ
ク
タ
ー
別
に
な

っ
て

い
た
が
、
そ
れ
が

「
縦
割

り
」
と
称
さ
れ
て

い
た

の
は
、
そ
れ
ら

の
技
術
セ
ク
タ
ー
の
分
け
方
が
、
基
本
的
に
日
本
政
府

の
省
庁

に
対
応

す
る
も
の
だ

っ

た

こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と

一
九
七
四
年

に
J
I
C
A

(国
際
協
力
事
業
団
)
が
発
足
す
る
過
程

で
、
省
庁

に
附
属

し

て
い
た
機
関
や
事
業
が
統
廃
合
さ
れ

て
J
I
C
A
に
な

っ
た
経
緯

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い

[
S
u
g
i
t
a
 
1
9
9
8

]。
し
か
し
、
二

〇

〇
四
年

の
組
織
改
編

の
結
果
、
日
本
の
省
庁
よ
り
も
む
し
ろ
M
D
G
な
ど

の
開
発
課
題
に
対
応
し
た
部
署
編
成

に
さ
れ
た
の

で
あ

る

[J
I
C
A
2
0
0
5
e
]。

 

ま
た
、
ス
キ
ー
ム
割

で
あ

っ
た
点

に
つ
い
て
は
、
以
前
は
開
発
調
査
と
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
と

い
う
異
な
る
援
助

の
ス
キ
ー
ム
を
、
例
え
ば
農
業
開
発
調
査
部
と
農
業
開
発
協
力
部
と

い
う
よ
う
に
、
別
の
部
署
が
担
当
し
て

い
た
。
そ
れ
を
ひ

と

つ
の
部
署
が
、
技
術
協
力
の
ス
キ
ー
ム
を
横
断
的
に
担
当
す
る
方
向

へ
と
組
織
が
再
編
さ
れ
た
訳
で
あ

る
。
異
な
る
ス
キ
ー

ム
は

ア
プ

ロ
ー
チ
や
手
続
き
の
面

で
も
方
法
が
異
な

る
た
め
、
複
数

の
ス
キ
ー
ム
を
同
時

に
担
当
す
る
こ
と

に
よ
り
職
員

に

と

っ
て
の
負

荷
は
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方

で
、

ス
キ
ー
ム
あ
り
き

で
援
助
を
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
現
場

の

ニ
ー
ズ
か
ら
ス
キ
ー
ム
を
選
択
し
た
り
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
な
対
応

が
可
能
に
な
る
。
そ
の
点

で
、
援
助

の

「質

の
向
上
」

に
繋
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

 

と
こ
ろ
で
、
組
織
改
編
で
も
う

ひ
と

つ
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
、
独
法
化

に
先
立

っ
て
二
〇
〇
〇
年

に
四

つ
の

「地
域

部
」
、

す

な
わ
ち

ア
ジ
ア

一
部

(ア
セ
ア
ン
地
域
)
、
ア
ジ
ア
ニ
部

(東
ア
ジ
ア
、
南
西
ア
ジ
ア
地
域
)
、
中
南
米
部
、

ア
フ
リ
カ

・
中
東

・

欧

州
部
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
、
ア
フ
リ
カ
地
域

の
開
発
援
助

に
お
け
る
重
要
性

の
観
点
か
ら
、

独
法
化
後
の
二

〇
〇
四
年
四
月
に
ア
フ
リ
カ
部
が
独
立
し
、
五
地
域
部
体
制
と
な
る
。
こ
の
組
織
改
編
が
、
国
別

・
地
域
別
ア
プ

ロ
ー
チ
の
強

化
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
地
域
部
内

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
担
当
す

る
職
員
が
決
ま

つ
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て
お
り
、
国
別
の
援
助
指
針
や
予
算
投
入
計
画
を

つ
く
る
体
制
と
な

っ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う

に
、
地
域
部
と
課
題
部

が

マ
ト
リ

ッ
ク
ス
型
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
部
は

い
わ
ば
上
流
部

分
に
お
い
て
、

地

域
別

・
国
別
投
入
計
画

の
作
成
や
新
規
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
形
成
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
課

題
部
は
、
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
形
成

に
お
い
て
技
術
的
支
援
を
し
た
り
、
採
択
さ
れ
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
部
門
と
し
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

と

い
う
役
割
分
担
を
行
う

こ
と
に
な

っ
た
わ
け

で
あ
る
。

こ
の
体
制

の
長
所
短
所
は
あ
る
が
、
事
業

に
お
け
る

「社
会
配
慮
」

に
対
す
る
影
響
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

3

・
4
 

J
l
C
A
事
業
に
お
け
る
人
材
確
保
の
変
化

 

さ
て
、
「効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」

の
推
進
や
成
果
主
義

の
導
入
に
よ
り
大
幅

に
変
化
し
て
い
る
の
が
、
技
術
協
力
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

の

「専
門
家
」

の
リ
ク
ル
ー
ト
方
法
で
あ
る
。
以
前
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実
施
が
決
定
す
る
と
、

そ
の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
実
施
に
必
要
な
専
門
家
に

つ
い
て
は
J
I
C
A
が
省
庁
に
推
薦
依
頼
を
発
出
し
、
省
庁
が
人
選
と
人
材

の
提
供
を
行

っ
て

い
た
。
ま
た
以
前
は
、
個
々
の
専
門
家
が
派
遣
期
間
中
に
実
施
す
る
業
務

の
内
容
に
つ
い
て
、
大
枠
は
決
ま

っ
て
い
た
も

の
の
、

詳
細
な
委
任
事
項

(
T
e
r
n
s
 
o
f
 
R
e
f
e
r
e
n
c
e
:
 
T
O
R

)
を
J
I
C
A
が
事
前
に
決
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
業
務
成
果
を
評
価
す
る
こ

と
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
J
I
C
A
が
独
法
化
し
、
中
期
計
画
に
あ
る

「業
務
の
質

の
向
上
」

の
実
施
責
任

を
負
う
と

い
う

位

置
づ
け
に
な
る
と
、
技
術
協
力
事
業

の
質
に
大
き
く
関
与
す
る
専
門
家

の
リ
ク
ル
ー
ト
や
業
務
計
画

の
作
成

に
も
責
任
を
負

う

こ
と
に
な
る
。
中
期
計
画

で
は

「
専
門
家
に

つ
い
て
は
、
民
間
人
材
を
含
め
た
幅
広

い
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
専
門
家

の
質
の
向
上
に
努
め
る
」
[J
I
C
A
2
0
0
3
a
:
6

]
と
さ
れ

て
い
る
。

 

そ
こ
で
、
人
材
確
保
を
主
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
二
〇
〇
四
年
四
月
、
国
際
協
力
人
材
部
と

い
う
新

部
署
が
J
I
C
A
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ハぬ 

内

に
設
置
さ
れ
た
。
「
専
門
家
」

の
人
選
に
あ
た

っ
て
は
、
公
示
を
し
て
民
間
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

そ

の
民
間
と
は
主

に
開
発

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
。
公
示
を
す
る
こ
と
で
人
選
の
過
程
の
透
明
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
J

I

C
A
と
し
て
T
O
R
を
事
前
に
決
定
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
人
材
と
契
約
を
か
わ
す
こ
と
で
T
O
R
遂
行

の
責
任
を
負

っ

て
も
ら
う
と

い
う
も

の
だ
。
専
門
家
の
公
示
案
件
数

は
、
独
法
化
前

の
二
〇
〇
二
年
度

"
六
七
件
だ

っ
た

の
が
、
二
〇
〇
三
年

度

"
一
五
二
件
、
二
〇
〇
四
年
度

"
六
七

一
件
、
二
〇
〇
五
年
度

二

二
二

一
件
と
飛
躍
的
に
伸
び

て
い
る

[J
I
C
A
・。08
9]。

 

ま
た
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
そ

の
も

の
に

つ
い
て
も
、

一
括
し

て
法
人

(主
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
)
に
委
託

し
、
業
務
実
施
契

約

を
す

る
方
向

へ
と
進
ん
で
い
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

一
括
契
約
す
る
方
式
は
、
開
発
調
査
や
無
償
資
金
協
力
事

業

で
は
以
前
か
ら
取
ら
れ
て
い
た
方
法
だ
が
、
そ
れ
を
技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
拡
大
し
よ
う
と

い
う

も

の
で
あ
る
。
ひ

と

つ
の
法
人
と
契
約
す
る
こ
と

で
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
向
け
た
業
務
実
施
に
関
す
る
責
任
体
制
が
明
確
に
な
る

一
方

で
、
人
事
管
理
や
派
遣
手
続
き
な
ど
の
マ
イ

ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
そ
の
法
人
が
組
織
的
な
対
応

を
す

る
こ
と
に
な

る

。

つ
ま
り
、
J
I
C
A
側

の
管
理

コ
ス
ト
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
式

で
実
施
さ
れ

て
い
る
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
数
も
急
増
し
て
お
り
、
新
規
案
件
数
で
見
る
と
、
導
入
が
図
ら
れ
た
二
〇
〇
三
年
は
二
件
、

二
〇

〇
四
年
は
二
二
件

(う
ち
四
件
は
大
学
が
実
施
団
体
と
し
て
参
加
)、
二
〇
〇
五
年
は
五
六
件

で
あ

る

[J
I
C
A
2
0
0
4
d
;
2
0
0
5
e
;
2
0
0
6
a
]

。

 

J
I
C
A
事
業

の
人
材

の
リ
ク
ル
ー
ト
方
式

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
方
式

の
変
化
に
伴

い
、
J
I
C
A
職
員

の
役
割
も
自

ず
と
変
化
し
た
。
法
人
契
約
を
行
う
た
め
に
は
、
職
員
が
詳
細
な
T
O
R
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

、
そ
の
た
め
に
は

今

ま

で
以
上

に
詳
細
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
成
果
管
理
の
役
割
も

職
員
が
担
う

こ
と

に
な

っ
て

い
る

(J
I
C
A
内
部
資
料
)。
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4

考
察
-

社
会
的
側
面
配
慮

へ
の
取
組
み
に
対
す
る
独
法
化
の
影
響

 

以
上
で
見
て
き
た
よ
う

に
J
I
C
A
は
独
法
化

で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
変
化
は
J
I
C
A
の
事

業

に
お
け

る
社

会

的
側
面
配
慮

へ
の
取
組
み
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
た

の
か
、
あ
る

い
は
し
う
る

の
か
。
「
効
果

・
効
率
性
」

と

い
う
視
点
が

重

視
さ
れ
、
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
効
果
的
な
援
助

(業
務
の
質
の
向
上
)
を
実
施
す

る
と
な
る
と
、
「選
択
と
集
中
」
と

い
う

方
向

に
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
面
が
出

て
く
る
。

一
方
、
社
会
的
側
面
を
開
発
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、

一
般
的

に
手
間
暇
の
か

か

る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
参
加
型
開
発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
立
案

・
実
施
に
住
民
が
参
加
す

る
こ
と
は
、
よ
り

時

間
を
要
し
、
手
続
き
も
複
雑

に
な
る
な
ど

「効
率
化
」
と

い
う
観
点
か
ら
見
る
と
問
題
点
も
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て

い
る

[下

村
他
2
0
0
5
]。
開
発
援
助
に
社
会
的
側
面
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
意
図
せ
ざ
る
と
も

「選
択
」
か
ら
外
さ
れ

る
こ
と
は
な

い
の

か

。
本
節
で
は
、
社
会
的
側
面
を
踏
ま
え
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
J
I
C
A
の
独
法
化

に
よ

っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
を

受

け
る
の
か
、
ポ

テ
ン
シ

ャ
ル
も
含
め
て
考
察
す
る
。

4

・
ー
 
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
の
人
材
確
保

・
実
施
方
法
の
変
化
に
よ
る
影
響

4

・
1

・
1
 
専
門
家
の
リ
ク
ル
ー
ト
方
式
の
変
化

 
技
術
協
力
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
専
門
家
リ
ク
ル
ー
ト
方
式
が
公
示
す
る
方
法
に
改
変
さ
れ
た
こ
と

で
、
競
争

性
が
高
ま
り
、
専

門
家

の
質

の
向
上

に
貢
献
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
示

に
対
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
書
き

方
や
手
続
き
は
、

そ

れ
自
体

に

「作
法
」
が
求
め
ら
れ
る
面
が
あ
り
、
そ
の

「作
法
」

に
通
じ
て

い
る
の
は

一
般
的
に
経
験
を
積
ん
だ

コ
ン
サ
ル
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 ほ 

タ

ン
ト
会
社

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
個
人
と
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
厳
し
い
と

い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
社

会
調
査
や
社
会
開

発

の
専
門
家
は
、
従
来
は

J
I
C
A
の
人
材
プ
ー
ル
の
中
か
ら
抽
出
し
て
、
J
I
C
A
が
直
営

で

(つ
ま
り
個
人
と
し
て
)
派
遣

す

る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
公
示
方
式
の
推
進
が
組
織
的
に
実
施
さ
れ
る
中
、
社
会
調
査
や
社
会
開

発
の
専
門
家
も
例

外

で
は
な

い
た
め
、
従
来

の
人
選
方
式
は
取
れ
な
く
な

っ
て
き

て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
前
は
J
I
C
A
直
営

方
式

で
派
遣
さ
れ

て

い
た
人
材

の
派
遣
が
困
難
に
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
人
材
が
ソ
フ
ト
系

の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
所
属
先
を
求

め
た
り
す

る
、
と

い
う
現
象

が
起
き

て
い
る
。

 

従
来
の
リ
ク
ル
ー
ト
方
式
と
公
示
方
式

で
は
、
選
考
方
法

の
違

い
の
み
な
ら
ず
、
派
遣
形
態
や
派
遣
期
間
も
異
な
る
。
公
示

方
式

で
は
専
門
家
と
契
約
を
行
う
た
め
、
会
計
規
定
上
、
派
遣
期
間

の
上
限
は

一
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
J
I
C
A
直
営
型

で

派

遣
す
る
場
合
は
、
長
期
専
門
家
の
派
遣
期
間
は

一
年
な

い
し
二
年

で
あ

る
こ
と
が
多

い
。
独
法
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化

の

観

点
か
ら
、
長
期
専
門
家
を
減
ら
し
て
、
短
期
の
派
遣

で
代
替
さ
せ
る
こ
と
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り

「
ベ
タ

ハ
リ
」

で

現
地
に

い
る
専
門
家
が
減
少
し
、
短
期
間
の
滞
在
を
何
度
か
繰
り
返
す

「
シ
ャ
ト

ル
型
」
と
言
わ
れ
る
派
遣
方
法
が
、
社
会
開

発

の
専
門
家
で
も
増
加
し
て
き

て
い
る

の
で
あ
る
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
住
民
と

の
信
頼
関
係

の
構
築

や
、
息

の
長

い
調

査

・
協
力
が
必
要
と

さ
れ
る
社
会
開
発
系

の
専
門
家
に
と

っ
て
、
派
遣
期
間
の
問
題
は
大
き

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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4

・
1

・
2
 
成
果
主
義

 
独
法
化

に
伴

っ
て
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る

「成
果
主
義
」
が
強
ま

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
現
場

の
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
社
会
調
査

に
お

い
て

「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
協
働
」

の
有
用
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が

[J
I
C
A
2
0
0
7
]

己
、
成
果
主
義
が
偏
重
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
成
果
次
第

で
自
社
の
評
価
と
今
後

の
契
約

チ
ャ
ン
ス
が
左
右



さ
れ

る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
と

っ
て
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
あ
る

い
は
住
民
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
い
る
余

裕
は
な

い
、
と

い
う

状
況
も
生
ま
れ
得
る
。

 

そ
も
そ
も
、
社
会
配
慮
や
住
民
参
加
な
ど

の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
用

い
て
活
動
す
る
社
会
開
発
系

の
専
門
家
の
業
務
は
、
目
に
見

え

る
成
果
が
す
ぐ
に
は
あ
ら
わ
れ
に
く

い

[内
藤
2
0
0
6
]。
契
約
型

の
社
会
開
発
系
専

門
家
の
成
果
を
、
ど
の
よ
う

に
図
る
の
か

今

後
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

4

・
1

・
3
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
括
契
約

 
次

に
、

一
括
契
約

で
ひ
と

つ
の

(あ
る
い
は
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
形
で
二
つ
の
)
法
人

に
、
ま
と
め

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
委
託
す
る
と

い
う
場
合
に
つ
い
て
考
え
た

い
。

 

J
I
C
A
の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
や
政
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
個
別
に
派
遣
さ
れ
る
専
門
家
を
除
く
と
、
チ
ー
ム
で

実
施

さ
れ
る
。
そ
の
チ
ー
ム
に
お
け
る
社
会
調
査
あ
る

い
は
社
会
開
発
の
専
門
家
の
位
置
づ
け
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
ど
の
程

度

社
会
的
要
因
を
取
り
入
れ
得

る
か
に
影
響
を
与
え
る
。
従
来
型
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
運
営
方
式

で
、
技
術
や
医
療

の
ハ
ー
ド
の

専

門
家
集
団
の
中
に
、
社
会
開
発
等

の
ソ
フ
ト
系

の
専
門
家
が
ア
ド
ホ

ッ
ク
的

に
派
遣
さ
れ
、
苦
労
す

る
事
例

は
少
な
か
ら
ず

見

ら
れ

る

[例
え
ば
、
内
藤
2
0
0
6
]。
ま
た
、
社
会
調
査
が
実
施
さ
れ
た
約
四
〇
件

の
J
I
C
A
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
レ
ビ

ユ
ー
し

た
調
査
研
究

[J
I
C
A
2
0
0
5
c

。]
の
分
析
結

果
に
よ
れ
ば
、
社
会
調
査
の
結
果
が
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
活
用
さ
れ
た
か
否
か

の
最

大

の
要
因
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

(総
括
者
)
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、
社
会
調
査

の
必
要
性
に

つ

い
て
明
確
な
共
通
認
識
を
持

っ
て
い
た
か
ど
う
か
だ
と

い
う
。

一
括
契
約

に
よ
り
、
法
人
が
チ
ー
ム
と
し
て
責
任
を
負
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
運
営
方
式
は
、
従
来

の
方
式
よ
り
チ
ー
ム
内

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
や
す

い
と
考
え
ら

れ
る
。
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し
か
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
契
約
を
請
け
負
う
こ
と
が
、
イ

コ
ー
ル
社
会
配
慮
に
か
か
る

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
る
こ
と
に

は

な
ら
な

い
。
社
会

調
査
系

の
専
門
家

(
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
は
、
往

々
に
し

て
経
験
年
数

の
少
な

い
人
材
が

配
置
さ
れ
る
こ

と

が
多
く
、
チ
ー
ム
内

の
発
言
力
も
強
く
な
い
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
は
経
費
節
減
と
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
を
す
る
J
I

C
A
職
員

の
ソ
フ
ト
系
専
門
家
の
必
要
性
に
対
す

る
認
識

の
低
さ
に
因
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
有
効
な
社
会

配
慮
が
な
さ
れ

た

成
功
事
例
と
さ
れ
る
開
発
調
査
案
件

「
メ

コ
ン
川
第
二
架
橋
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

で
は
、
副
総
括
が
環
境
社
会

配
慮
を
担
当
し

て
お
り
、
前
述

の
と
お
り

チ
ー
ム
全
体
で
も

一
九
人
中
五
人
が
環
境
社
会
配
慮
団
員
で
あ

っ
た
。

 
ま

た
、

一
括
契
約
方
式

に
つ
い
て
の
課
題

の
ひ
と

つ
は
、
柔
軟
性
の
確
保

で
あ
ろ
う
。

一
括
契
約
で
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
開

始
前

に
詳
細
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
を
行

い
、
そ
れ

に
基
、、つ
い
て
J
I
C
A
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と

の
問
で
契
約
が

交

わ
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
以
前
よ
り
法
人
契
約

の
方
式
を
と

っ
て
い
た
無
償
資
金
協
力

や
開
発
調
査
は
、
イ

ン
フ
ラ
の
計

画

・
設
計

、
あ
る

い
は

マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
等

が
中
心
で
あ
り
、
工
程

の
予
測
性
が
高

い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
住
民
参
加

や

現
地

の
地
域
社
会

の
理
解
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
行
う
協
力
は
、
そ
れ
だ
け
計
画
変
更
の
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ

る
。
前
述

の
社

会
調

査

の
レ
ビ

ュ
ー
調
査

[J
I
C
A
8
8
6]
で
は
、
社
会
調
査

の
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
の
重
要
性
が

示
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
年
度
末
に
の
み
計
画
の
見
直
し
が
図
れ
る
体
制

で
は
問
題
が
あ

る
。
 

一
方
で
、
職
員
が
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
T
O
R
を
作
成
す
る
能
力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

開
発

調
査

や

一
括
契
約
方
式

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
社
会
開
発
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち
か
ら
、
T
O

R

に
記
さ
れ
た
住
民
調
査
が
時
間
的
制
約
か
ら
見
て
困
難
で
あ

っ
た
と

い
う
意
見
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
稀

で
は
な

い
。
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4

・
2
 
国
別

・
課
題
別
体
制
の
も
と
で

 
独
法
化
後

の
新
体
制

で
は
、
前
述
の
と
お
り
部
署
編
成
が
地
域
部

・
課
題
部
の

マ
ト
リ

ッ
ク
ス
型
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ

て
、
地
域
部
主
体

で
、
国

や
地
域
全
体
を
見
据
え
た
国
別
計
画

の
策
定
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
が
可
能
に
な
る

一
方
、
課
題

の
知
見

を

蓄
積
し
た
課
題
部
が
採
択
後

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
運
営

・
監
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
ま

た
、
外
部
有
識
者

に
よ
る
支
援
委
員
会
に

つ
い
て
も
、
地
域
部

の
業
務
に
対
す
る
助
言
を
得
る
た
め
に
国
別

・
地
域
別
支
援
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、

課

題
部

に
つ
い
て
は
課
題
別
支
援
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
個
別

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
い
し
開
発

調
査
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
支
援
す
る
た
め
に
従
来
設
置
さ
れ
て
い
た
国
内
支
援
委
員
会
は
、
効
率
化

の
た
め
課
題
別
支
援
委
員
会

に
そ
の
機
能
を
代

替

さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

 

さ

て
、
こ
の
体
制
を
事
業

の
サ
イ
ク
ル
で
考
え
る
と
、
℃
一碧

の
部
分
を
地
域
部

が
主
に
担
当
し
、
D
o
の
部
分
を
主

に
課
題

部

が
担
当
す
る
、
と
言
え

る
。

つ
ま
り
地
域
部
は
、
政
策

レ
ベ
ル
も
含
め
巨
視
的
に
計
画
策
定
を
実
施

し
て
お
り
、
地
域
専
門

家

に
求

め
ら
れ
る
助
言
は
、
あ
る
国
の
国
家
政
策
や
政
治
体
制
、
経
済
状
況
な
ど

マ
ク
ロ
的
な
も
の
に
な
る
。

一
方
、
実
際
の

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
運
営
す
る
課
題
部

で
は
、
環
境
管
理
、
水
資
源
開
発
、
母
子
保
健
な
ど
の
課
題
に
関
す
る
知
見
を
蓄
積
し
て

お
り
、
課
題
支
援
委
員
会
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
た
専
門
的
助
言
を
与
え

て
い
る
。
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
を
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

に
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
個
々
の
地
域
社
会
の
ミ
ク
ロ
な
情
報
を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

効
率
化
さ
れ
た
新
し

い
体
制
で
は
、
そ

の
点
が
抜
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
。
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮
な

ど
と

い

っ
た
課
題

横
断
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ

へ
の
体
制
づ
く
り
は
、
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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4

・
3
 
「中
期
計
画
」
に
含
ま
れ
た
環
境
社
会
配
慮
と
ジ

エ
ン
ダ
ー
主
流
化

 

一
方
、
環
境
社
会
配
慮
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー

(中
期
計
画
中
で
は

「男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
)
に
つ
い
て
は
、

中
期
計
画
に
お
い
て
業
務
の
質

の
向
上
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
項
目
で
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
課
題
横
断

的
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
。

 

ま
ず
、
環
境
社
会
配
慮

に
つ
い
て
は
、
「…
…
職
員
そ
の
他
の
関
係
者

の
環
境
保
護
及
び
住
民
移
転
等

の
社

会
的
影
響

の
回

避

・
最
小
化
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
、
環
境
及
び
社
会

に
配
慮
し

た
業
務
運
営
に

努

力
す
る

[J
I
C
A
2
0
0
3
a

]」

こ
と
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
J
I
C
A
の
各
年

の
業
務
実
績
報
告
を
見
て
も
、

そ
の
取
組
み
に

つ

い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に

「
J
I
C
A
環
境
配
慮

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
改
定
さ
れ
た
こ
と
は

第
二
節
で
見
た

と
お
り
で
あ
る
。
職
員
に
対
す
る
研
修
は
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
の
三
年
間
で
六
〇
回
以
上
開
催
さ
れ
、
ま
た
専

門
家

の
養
成
研

修

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
説
明
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る

[J
I
C
A
2
0
0
6
a
]
。

 

ジ

ェ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
も
、
「事
業
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー

の
主
流
化
」
が
中
期
計
画
達
成
に
向
け
て
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と

さ

れ
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
チ
ー
ム
を
中
心

に
、
「ジ

ェ
ン
ダ
i
主
流
化
体

制
」

の
導
入
、

職

員

や
関
係
者
に
対
す
る
研
修
、
計
画
段
階
で
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
配
慮

の
審
査

の
徹
底

[J
I
C
A
2
0
0
5
e

]
等
が

遂
行
さ
れ
て

い

る
。

 

環
境
社
会
配
慮
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
関
す

る
組
織
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
筆
者
も
思
う

が
、
社
会
的
側

面

の
配
慮
が
必
要
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る

ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
し
た
時
、
問
題
点
が
残

る
。
第

一
に
、
環
境
社
会
配
慮

の

中

で
、
二
〇
〇
四
年

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
後
、
社
会
配
慮

に

つ
い
て
の
記
載
は
よ
り
明
確

に
な
る
な
ど
改
善

は
見
ら
れ
た
が
、

社

会
配
慮

は
未
だ

に

「ま
ま

こ
」
で
あ
る
と
言
え

る
。
社
会
配
慮

の
う
ち
、
住
民
移
転

に
関
し
て
は

一
定
の
基
準
が
あ
る
も

の
、
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社
会
配
慮

が
含
む
範
囲
や
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
、
ま
だ
掘
り
下
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

第
二
に
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析

で
は
、
社
会
分
析
が
陰
に
隠
れ
が
ち
だ
と

い
う
点
が
あ
る
。

こ

れ
は
、
中
期
計
画
中

の
文
言
で

「
…
…
女
性

の
地
位
向
上
に

一
層
取
り
組
む
」
と

い
う
表
現

に
現
れ
る
よ
う

に
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー

を

社
会

に
お
け
る
格
差
の
視
点
か
ら
捉
え
る
と

い
う
よ
り
、
女
性
に
開
発

の
焦
点
を
あ
て
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

4

・
4
 
人
間
の
安
全
保
障
ー

人
々
を
中
心
に
据
え
た
協
力
を
目
指
し
て

 

「人
間

の
安
全
保
障
」

の
視
点
を
も

っ
て
事
業
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
独
法
化
後

の
J
I
C
A

の
基

本
協
力
方
針
と
さ

れ

た
こ
と
は
、
既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
J
I
C
A
と
し
て
推
進
す
る
人
間
の
安
全
保
障

の
七

つ
の
視

点
が
整
理
さ
れ
、

二

〇
〇
五
年
度
か
ら
は
、
国
別
事
業
計
画
や
課
題
別
指
針

の
策
定

・
改
定

に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た

[J
I
C
A
b。08
9・]。

 

そ
の
七

つ
の
視
点
に
は
以
下
の
三
点
が
含
ま
れ
る

[J
I
C
A
n
.
d
:
2
-
3

]。

 

一 

人
々
を
中
心
に
据
え
、
人
々
に
確
実
に
届
く
援
助

 

五
 
人
々
の
抱
え
る
問
題
を
中
心
に
据
え
、
問
題

の
構
造
を
分
析
し
た
上

で
、
そ

の
問
題

の
解
決

の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な

 

 
専
門
的
知
見
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
援
助

 

六
 
政
府

(中
央
政
府
と
地
方
政
府
)
の
レ
ベ
ル
と
地
域
社
会
や
人

々
の
レ
ベ
ル
の
双
方
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
相
手
国
や
地
域

 

 
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
援
助

 

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
表
さ
れ
る
よ
う
な

「効
果
的
な
援
助
」
を
実
施
す

る
た
め
に
は

、
社
会
分
析
を
踏

ま
え
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
協
力
、
す
な
わ
ち
社
会
的
側
面
に
配
慮
し
た
協
力
を
実
施
す

る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
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し
か
し
、
そ
の
視
点
を
実
践

へ
と
変
換
さ
せ

る
た
め

の
組
織
と
し
て
の
取
組
み
は
ま
だ
途

上
段
階

に
あ
る

と
言
え
る
。
今
後
、

個

々
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て

一
人
間

の
安
全
保
障
」
を
具
現
化
す
る
手
法
や
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
ろ
う
。

「
人

間
の
安
全
保
障
」
が
J
I
C
A
に
お

い
て
基
本
協
力
方
針
と
さ
れ
た

こ
と
を
、
社
会
的
側
面

へ
の
配
慮

を
強
化
す
る
追

い

風
だ
と
筆
者
は
考
え
た
い
。
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5

今
後

へ
の
展
望
に
む
け
て

 

独
法
化
と

い
う
法
的
枠
組
み
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
J
I
C
A
の
体
制

の
み
な
ら
ず
、
事
業
に
お
け
る
社
会
的
側
面
に
配
慮

し
た
取
組
み
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
は
本
稿

で
見
て
き
た
と
お
り
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
影

響
は
第

4
節

で
考

察

し
た
よ
う
に
必
ず
し
も
プ

ラ
ス
の
も

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
検
討

の
余
地
が
あ
る
も

の
も
あ
る
。

 

J
I
C
A
は
、
国
際
協
力
銀
行

(J
B
I
C
)
の
海
外
経
済
協
力
部
門
と

の
統
合
を
控
え

て
お
り
、
大
き

な
組
織
改
編
が
ま

た
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
独
立
行
政
法
人
と

い
う
枠
組

み
は
継
続
さ
れ
、
効
果

・
効
率
的
援
助
が

目
指
さ
れ
る
方
向

性

が
変
わ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
独
法
化
に
よ
る
影
響
を
理
解
し
、
今
後

の
改
革
の
た
め
の
基

盤

と
す

る
必
要
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

 

「
よ
り
良

い
援
助
を
」
と

い
う
組
織
の
基
本
的
な
使
命
を
全
う
す

る
た
め
に
も
、
案
件

に
お
け
る
社
会
的

側
面

へ
の
配
慮
は

不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
を
確
保
す
る
た
め
に
も
以
下
の
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。

 

(
一
)
専
門
家

の
リ
ク
ル
ー
ト
と
派
遣
に
あ
た

っ
て
は
、
従
来
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
現
地
に
お
け
る
息

の
長

い
派
遣
方
法
が

 

 
可
能
と
な
る
オ
プ

シ
ョ
ン
を
残
す
。
ま
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

一
括
契
約
さ
れ
た
場
合
も
、
現
地
の
事
情

に
あ
わ
せ
て
比
較



 
 
的
容
易

に
計
画
変
更
が
可
能
な
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
。
本
当

の
現
場
主
義
と
は
、
そ
う

い
う
こ
と
な
の

で
は
な

い
だ
ろ
う

 
 
か
。

(
二
)
職
員

の
T
O
R
作
成
能
力
の
向
上
と
、
T
O
R
を
社
会
開
発

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

(仮
称
)

や
地
域
社
会

に
関
す
る
知
見

 
 
を
も

っ
て
重
層
的

に
検
討
す

る
体
制
づ
く
り
を
行
う
。
法
人
契
約
が
J
I
C
A
に
お

い
て
進
む
中
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
デ
ザ

 
 
イ
ン
の
重
要
性
は
益
々
増
し
、
社
会
的
側
面
を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
J
I
C
A
側
が
で
き

る
か
が

 
 
大
き
な
鍵
と
な
る
。

 
(三
)
「環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」

に
お
け
る
社
会
配
慮

の
部
分
に
つ
い
て
よ
り
充
実
さ
せ
る
。
J

B
I
C
と

の
統
合

 
 
後

の
、
新
生
J
I
C
A
は
、
大
規
模
イ

ン
フ
ラ
の
案
件
に

つ
い
て
も
取
り
扱
う

こ
と
と
な
る
。
今
ま
で

の
J
I
C
A
が
技

 
 
術
協
力

で
養

っ
て
き
た
現
場

の
経
験
を
引
き
出
す

こ
と
が
有
効
と
思
わ
れ
る
。

 
(
四
)
「人
間
の
安
全
保
障
」
を
具
現
化
す
る
た
め
の
手
法

や
体
制
を
検
討
す
る
。
人
間
の
安
全
保
障
に
つ

い
て
は
、

マ
ク
ロ

 
 
な
協
力
も
必
要
で
あ
る
が
、
地
域
社
会

レ
ベ
ル
の
人
々
を
対
象
と
し
た
場
合
、
そ
の
地
域
社
会

の
状
況

の
把
握
は
絶
対
の

 
 
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。

【付
記
】

 

筆
者
は
国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
)
に
お
け
る
勤
務
経
験
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
考
察
は
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
は
国
際
協
力
機

 
構
の
見
解
や
方
針
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
ま
す
。

【注
】

(1
) 
た
だ
し
、
人
類
学
者
の
登
用
と
い
う
面
で
は
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
人
類
学
者
や
社
会
学
者
の
活
用
が
進
む
こ
と
と
開
発
援
助
に
お
い

 
て
社
会
的
要
素
へ
の
配
慮
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も

一
対

一
の
関
係
で
は
な
い
が
、
松
園

(
一
九
九
九
)
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
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は
ア
メ
リ
ヵ
や
イ
ギ

リ
ス
と
比

べ
て
、
開
発

の
実
践

に
お
け
る
人
類
学
者

の
登
用
が
著
し
く
遅
れ
て

い
る
。
J
I
C
A
に
お
け
る
人
類
学
者

の
活
用

に

 

つ
い
て
、
提
案
も
試
み
ら
れ
て

い
る

[中
村
2
0
0
1
]が
、
不
充
分
な
状
態
は
続

い
て
い
る
。
な
お
、
J
I
C
A
に
は
職
員
あ
る

い
は
専
門
家

の
バ

ッ
ク

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
別
に
人
数
等
を
集
計
す
る
シ

ス
テ
ム
は
な
く
、
ま
た

「専

門
分
野
」
に
も
人
類
学
と

い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
な

い
た
め
、
定
量
的
な

デ
ー
タ

 
を
得

る
こ
と
は
難
し

い
。

(2
) 

こ
の
と
き

統
合

さ
れ
た

の
は
、
海
外
技
術
協
力
事
業
団

(O
T
C
A
)
、
移
住
事
業

団

(
J
E
M
I
S
)
お
よ
び
海
外
農
業
開
発
財
団

の
業

務
、
海

 
外
貿
易
開
発
協
会

の
業
務
の

一
部
、
さ
ら
に
当
初
外
務
省
が
実
施
し
て

い
た
青
年
海
外
協
力
隊
事
業

で
あ
る

[
J
I
C
A
2
0
0
3
d
]
。

(3
) 

『
国
際
協
力
事
業
団

に
お
け
る
適
正
技
術
に

つ
い
て
』

(国
際
協
力
事
業
団
企
画
課
 

一
九
七
九
)
や

『技
術
移
転
活
動
事
例
研
究
調
査
報
告
書

"

 
技
術
移
転
と
適
正
技
術
』

(国
際
協
力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

一
九
八
九
)
な
ど
。

(4
)
 

一
九
九

〇
年

に
発
行
さ
れ
た

『
ダ

ム
建
設
計
画

に
係

る
環

境
イ

ン
パ
ク
ト
調
査

に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
』
を
皮

切
り

に
、

一
九
九

二
年

に
は

 
『社
会
経
済
イ

ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
係
る
環
境
配
慮

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
1
～
皿

(港
湾
、
道
路
、
上
水
道
、
観
光
開
発
等
)
、
そ
の
他
と

し
て
農
業
、
水

 
産
、
林
業

、
鉱
工
業

(鉱
業
、
鉱
業
、
火
力
発
電
)
分
野
に

つ
い
て
開
発
調
査

に
係
る
環
境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
行
さ
れ
た
。

(
5
) 

具
体
的
な
貧
困
削
減
案
件

の
内
容

は
、
『
開
発
課
題
に
対
す

る
効
果
的

ア
プ

ロ
ー
チ

"
貧
困
削
減
』

[
J
I
C
A
2
0
0
3
c
]
の
附
録
に
案
件

の
リ
ス
ト

 
と
協
力
内
容

の
概
要
が
あ
り
、
参
考

に
な
る
。

(
6
) 

実
際

に
は
、
文
化
人
類
学
や
社
会
学
を
バ

ッ
ク
グ

ラ
ウ

ン
ド
に
持

っ
て
、
社
会
調
査
な
ど

の
職
務
を
担
当
す
る
場
合
も
あ

る
が
、

ア
カ
デ
ミ

ッ
ク

 
な
調
査

の
た
め

の
調
査

に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
近
年
は

「村
落
開
発
普
及
員
」
で
募
集
を
し
て

い
る

[イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
2
0
0
6]。

(
7
) 

国
際
協
力
機
構
法

の
公
布
は
、

J
I
C
A
発
足

(二
〇
〇
三
年

一
〇
月
)
に
先
立

つ
二
〇
〇
二
年

一
二
月
。

(
8
) 

O
D
A
に
は
、
開
発
途
上
国
に
対
し
て
直
接
援
助
を
実
施
す
る
二
国
間
援
助
と
国
際
機
関
を
通
じ
た
多

国
間
援
助
が
あ
る
。

二
国
間
援
助

に
は
、

無
償
資
金

協
力
、
技
術
協
力
、
有
償
資
金

協
力
が
あ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
度

O
D
A
の
予
算
配
分
は
、
技
術
協
力
が
三
〇

・
九

パ
ー
セ

ン
ト
、
無

償
資
金
協
力

一
九

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
有
償
資
金
協
力
二

一
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
、
多
国
間
援

助
二
八

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
た

[外
務
省

さ。
0
8
]
。

(9
) 

「在
外
事
務
所
主
管
案
件
」

の
方
式
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
現
在
、
「在
外
主
導
」

へ
と
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。

(10
)
こ
の
二
点

に
加
え
、
「
効
果

・
効
率
性
と
迅
速
性
」

の
視
点

の
も
と

で
実
施
さ
れ

て
い
る
改
革
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
単
位

の
導
入
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
今
ま

で
個

々
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が

バ
ラ
バ
ラ
に
実
施
さ
れ
が
ち

で
あ

っ
た
と

い
う
反
省
に
基
づ
く
が
、
開
発
課
題
を
目
標
と
す

る
プ

ロ
グ
ラ
ム

 
の

一
要
素
と

し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
位

置
づ
け
、
複
数

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が

一
貫
性
を

持

っ
て
実

施
さ
れ

る
た

め
の
枠
組
み

で
あ
る

[
J
工
C

A

2
0
0
6
a
:
5

]
。
プ

ロ
グ

ラ
ム
導
入

に
つ
い
て
議
論
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た

い
。

(11
) 

J
I
C
A
独
法
化
以
前

の
八

つ
の
部
署
と
は
、
社
会
開
発
調
査
部
、
社
会
開
発
協
力
部
、
医
療
協
力
部
、
農
村
開
発
調
査
部
、
農
村
開
発
協
力
部
、
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林
業
水
産
開
発
調
査
部
、
鉱
工
業
開
発
調
査
部
、
鉱

工
業
開
発
協
力
部
。

(
12
) 

二
〇
〇

一
年

一
月
に
、
人
材
確
保
部
の
前
身
と
な
る
人
材
確
保
課
が
派
遣
事
業
部

に
設
置
さ
れ
、
省
庁
推
薦
、
J
I
C
A
人
選
の
別
に
関
わ
ら
ず
、

 
要
請
に
対
す
る
専
門
家
の
適
合
性

の
審
査
を

一
元
的
に
行
う
よ
う

に
な

っ
た

[
J
I
C
A
2
0
0
1
]

(
13
) 

「公
示
」
以
外

に
、
同
じ
く

一
般
か
ら
募
集
す
る

「公
募
」
と

い
う

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
公
募
は
、
主
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
調
整
員

や
企
画
調
査
員

 
を
対
象
と

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
個
人
で
も
応
募

し
や
す
く
な

っ
て

い
る
。
派
遣
方
法
も

J
I
C
A
直
営
方
式
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
月
ご
と
の
派
遣

手
当
の
支
給
や
住
居
手
当

の
付
与
な
ど
が
あ
り
、
所
属
組
織

の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

が
な

い
こ
と

に
ょ
る
支
障
は
あ
ま
り
な

い
。

【参
照
文
献
】
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9
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oα
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U
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ダ
δ
=
q
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夷
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外
務
省

 

2
0
0
6
 

『政
府
開
発
援
助

(O
D
A
)
白
書

 
二
〇
〇
六
年
版
』
東
京

"
外
務
省

板
垣
啓
子

 

2
0
0
2
 
「第

四
章
 
社
会

開
発

に
お
け
る
援
助
戦
略

・
ア
プ

ロ
ー
チ

の
動
向
と
そ

の
特
徴
」
国
際
協
力
機
構
国
際
協
力
総
合
研
修
所
編
著

『援

助
の

 

潮
流
が
分
か
る
本

"
今
、
援
助

で
何
が
焦
点
と
な

っ
て
い
る
の
か
』
薯

.崔
甲
一
⑩
O
、
東
京

"
国
際
協
力
出
版
会

海
外
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

 

2
0
0
0
 
『
国
際
協
力

に
お
け
る
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト

"
国
際
協
力

に
関
係
す
る
人

々
が
環
境
影
響
評
価
制
度
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
』
東
京

"
海

 

外
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー

国
際
開
発
ジ

ャ
ー
ナ
ル
社

 

2
0
0
4
 

『
国
際
協
力
用
語
集
』
東
京

"
国
際
協
力
出
版
会

国
際
協
力
事
業
団
 
(J
I
C
A
)

 

1
9
7
4
 

『
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
経
済

・
社
会
調
査
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
農
林
水
産
開
発
調
査
部

 

1
9
7
9
 
『
国
際
協
力
事
業
団
に
お
け
る
適
正
技
術
に

つ
い
て
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
企
画
課

 

1
9
8
8
 
『
分
野
別

(環
境
)
援
助
研
究
会
報
告
書
』
東
京

H
国
際
協
力
事
業
団
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1
9
8
9
 

『
技
術
移
転
活
動
事
例
研
究
調
査
報
告
書

"
技
術
移
転
と
適
正
技
術
』
東
京

U
国
際
協
力
事
業
団

1
9
9
0
 

『
分
野
別

(貧
困
問
題
)
援
助
研
究
会
報
告
書
』
東
京

日
国
際
協
力
事
業

団

1
9
9
1
 

『
分
野
別

(開
発
と
女
性
)
援
助
研
究
会
報
告
書
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団

1
9
9
2

a
 

『
開
発
調
査
事
業

に
お
け
る
社
会
分
析
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
策
定
研
究

(プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
)
最
終
報
告
書
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
社

会
開
発
調
査
部

1
9
9
3

a
 

『
W
I
D
配
慮

の
手
引
き
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業

団
企
画
部

1
9
9
3
b
 

『
W
I
D
配
慮
に
お
け
る
社
会
/
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
手
法
調
査
報
告
書
』
、
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
国
際
総
合
研
修
所

1
9
9
4

a
 

『社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
分
析
手
法

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
東
京

一
国
際
協
力
事
業
団
国
際
総
合
研
修
所

1
9
9
4
b
 

『貧
困
問
題
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
』
東
京

n
国
際
協
力
事
業
団
企
画
部

1
9
9
4

c
 

『プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン
ト
に
お
け
る

「組
織

・
制
度
づ
く
り
」

へ
の
配
慮
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

1
9
9
5

a
 

『
貧
困
問
題
と
そ
の
対
策

"
地
域
社
会
と
そ

の
社
会
的
能
力
の
重
要
性
』
、
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

1
9
9
5
b
 

『開
発
調
査

(事
前
調
査
)
に
お
け

る
社
会

・
W
I
D
配
慮

団
員

の
た
め
の
手
引
書
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
企
画
部

1
9
9
5

c
 
『
参
加
型
開
発
と
良

い
統
治

分
野
別
援
助
研
究
会
報
告
書
』
東
京
:

国
際
協
力
事
業
団

1
9
9
6

a
 
「
A
n
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
t
o
 
J
I
C
A

」
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団

1
9
9
6
b
 

『
農
業

・
農
村
開
発
計
画
調
査
手
法

の
研
究
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
農
林
水
産
開
発
調
査
部

1
9
9
6

c
 

『
開
発
援
助
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
社
会
的
能
力

の
活
用
に
向
け
た
基
礎
研
究
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所

1
9
9
7
 

『地
域
展
開
型
協
力
案
件

の
計
画
段
階

に
お
け
る
社
会

・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
調
査
導
入
に
か
か
る
基
礎
研
究
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
企
画
部

1
9
9
9
 

『農
村
社
会
調
査
手
法

の
研
究

(
理
論
編

・
実
務
編

・
実
施
要
領
)
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
農
林
水
産
開
発
調
査
部

2
0
0
0

a
 

『農
村
調
査

の
手
引
書

n
研
究

・
普
及
連
携
型
農
業
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
問
題
発
掘
と
診
断

の
た
め
に
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団

農
業
開
発
協
力
部

2
0
0
1
 

「附
録
2

H
人
材

の
養
成
と
確
保
」
『
第
二
次

環
境
分

野
別
援
助
研
究
会
報
告
書
』
p
p
3
2
7
-
3
4
7

、
東
京

"
国
際
協
力
事
業

団
国
際
協
力
総
合

研
修
所

2
0
0
2

a
 
『
課
題
別
指
針

"
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

・
W
I
D
』
東
京

"
国
際
協
力
事
業
団
企
画

・
評
価
部

環
境

・
女
性
課
課
題
別
指
針
チ
ー
ム h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
c
a
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
s
i
t
e
/
i
s
s
u
e
s
/
g
e
n
d
e
r
/
p
d
f
/
_
1
2
2
4
t
m
4
4
h

b
t
0
8
9
b
i
g
g
h
p
r
h
1
4
3
a
2
2
8
1
6
4
4
1
m
o
_
.
p
d
f

a

2
0
0
2
b
 

『
課
題
別
指
針

「貧
困
削
減
」
』
東
京

"
J
I
C
A

「貧
困
削
減
」
課
題
別
指
針
チ
ー
ム
、
J
I
C
A
企
画

・
評
価
部

環
境

・
女
性
課
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暮
ε
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急
$

.σq
o
む

＼5。
ho
ω冨

＼δ
。。
器

。。＼b
o〈
①
昌
望
言
亀

O
心
-
冨

Ω
碁

閃
8

も
亀

国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
)

 
2
0
0
3

a
 
『
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
中
期
計
画
』

 
 

 

 
 

 
耳
8

"}

書

急
8
.αα
o
な

＼普

ò

ぐ
b
α
曼
9

二
匹
-
冨

貯
9
百

も
a

 
2
0
0
3
b
 
『
第
二
次
分

野
別
ジ

ェ
ン
ダ
ー

・
W
I
D
研
究
会

"
O
D
A
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を
目
指
し
て
』
国
際
協
力
機
構
企
画

・
評
価
部

 
2
0
0
3

c
 

『開
発
課
題
に
対
す
る
効

果
的

ア
プ

ロ
ー
チ

〈
貧
困
削
減

〉』
東
京

"
国
際
協
力
機
構

国
際
協
力
総
合
研
修
所

 
2
0
0
3
d
 

『国
際
協

力
事
業
団
年
報
2
0
0
3』

 
2
0
0
4

a
 

『
J
I
C
A
環
境
社
会
配
慮

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

 
 

 

 
 

 
暮
8
ミ
妻

魯
8

eσqo
も
＼Φ
づ
爵

o
=
∋
雪

く
o。
巳
9

冒

Φ
＼b
α
ぐ
σqξ
Ω
Φ
巨

Φ」
9。
》
も
亀

 
2
0
0
4
b
 

『
開
発
調
査
に
お
け
る
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用

の
た
め

の
基
礎
研
究
会
報
告
書
』
東
京

"
国
際
協
力
機
構
社
会
開
発
部

 

2
0
0
4

c
 

『
貧
困
削
減
実
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
』

 
 

 

 
 

 
暮
8

ミ
萎

旨
8

.σq
o
壱

＼5。
ho
。。詳
①
＼δ
ω話

。・言
o<
Φ冨
ミ
b
亀

O
心
』

9

0
葺

8

も
亀

 

2
0
0
4
d
 

『
平
成

一
五
年
度
業
務
実
績
報
告
書
』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

 

2
0
0
5

a
 
第
2
次

 

2
0
0
5
b
 
『
特
定
テ
ー

マ
評
価

「参
加
型
地
域
社
会
開
発

の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
評
価
」
報
告
書
』

東
京

"
国
際
協
力
機
構
企
画

・
調
整
部

 

2
0
0
5

c
 

『社
会
調
査

の
事
業

へ
の
活
用

…
使
お
う
!
社
会

調
査
』
東
京

"
国
際
協
力
機
構
国
際
協
力
総
合
研
修
所

 

2
0
0
5
d
 

『青
年
海
外
協
力
隊
四
〇
周
年
 
協
力
活
動

の
軌
跡
』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

 

2
0
0
5

e
 

『平
成

一
六
年
度
業
務
実
績
報
告
書
』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

 

2
0
0
6

a
 

『平
成

一
七
年
度
業
務
実
績
報
告
書
』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

 

2
0
0
6
b
 

『
G
u
i
d
e
 
t
o
 
J
I
C
A

』
東
京

"
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

 

2
0
0
7
 

『
社
会
調
査

の
心
得
と
使

い
方
』
東
京

"
国
際
協
力
機
構
国
際
協
力
総
合
研
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